
『
麒
麟
閣
』
に
つ
い
て

一
三
五

　

朙
か
ら
淸
に
か
け
て
、
隋
唐
の
歷
史
を
扱
っ
た
小
說
が
多
數
刊
行
さ
れ
た
。
そ

れ
ら
の
小
說
は
、
そ
れ
ぞ
れ
微
妙
に

な
る
內
容
を
持
つ
。
こ
う
し
た
現
象
が
、

能
で
語
ら
れ
て
い
た
物
語
と
歷
史
書
の
閒
で
ど
の
よ
う
な
性
格
の
書
物
を
作
り

上
げ
る
か
と
い
う
個
々
の
出
版
者
の
意
圖
の
ず
れ
よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
物

語
の
內
容
の
古
さ
は
必
ず
し
も
出
版
時
朞
と
合
致
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

々
な
論
者
が
す
で
に
述
べ
、
筆
者
も
か
つ
て
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る（

（
（

。

　

戲
曲
『
麒
麟
閣
』
は
、
こ
う
し
た
議
論
に
お
い
て
重
要
な
鍵
を
握
る
存
在
と
見

な
さ
れ
て
き
た（

（
（

。
朙
末
淸
初
に
活
躍
し
た

州
派
を
代
表
す
る
劇
作
家
李
玉
（
生

沒
年
不
詳
だ
が
、
一
六
一
〇
年
代
に
生
ま
れ
、
一
六
七
一
年
以
降
に
沒
し
た
と
思
わ
れ
る
）

の
作
と
さ
れ
る
こ
の
戲
曲
は
、
隋
唐
物
語
の
多
く
の

分
と
重
な
る
內
容
を
持
っ

て
お
り
、
朙
末
淸
初
段
階
に
お
け
る
隋
唐
物
語
の
狀
態
を
示
す
貴
重
な
㊮
料
と
見

な
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
現
存
す
る
『
麒
麟
閣
』
の
テ
キ
ス
ト
に
は
重

大
な
問
題
が
存
在
す
る
。
ま
ず
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
性
格
を
朙
ら
か
に
し
な
い
限

り
、『
麒
麟
閣
』
を
隋
唐
物
語
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
材
料
と
し
て
利
用
す
る

こ
と
は
危
險
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
本
論
に
お
い
て
は
、『
麒
麟
閣
』
の
內
容

に
詳
し
い
檢
討
を
加
え
、
そ
の
性
格
を
朙
ら
か
に
し
た
い
。

一

　
『
麒
麟
閣
』
は
李
玉
の
作
品
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
根
據
は
、
淸
の
高
奕
が

し

た
『
新
傳
奇
品
』
の
「
李
玄
玉
（
玄
玉
は
李
玉
の
字
）」
の
項
に
そ
の
作
品
と
し

て
「
麒
麟
閣
」
の
名
が
見
え
、『
曲
海
總
目
提
要
』
卷
十
九
「
麒
麟
閣
」
の
項
に

「
李
元
玉
（
康
煕
帝
の
諱
を
避
け
る
た
め
「
元
玉
」
に
改
め
た
）
作
」
と
あ
る
ほ
か
、

『
傳
奇
彙
考
標
目
』・
焦
循
『
劇
說
』・
梁
廷
枏
『
曲
話
』
等
に
も
李
玉
の
作
と
し

て
「
麒
麟
閣
」
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
點
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
考
え

て
、
李
玉
に
『
麒
麟
閣
』
と
い
う
作
品
が
存
在
し
た
こ
と
は
閒
違
い
あ
る
ま
い
。

ま
た
、『
曲
海
總
目
提
要
』
に

　

演
秦
瓊
麒
麟
閣
圖
形
、
與
正
史
多
不
合
。
羅

妻
乃
孟
氏
、
今
以
爲
秦
瓊

姑
、
尤
屬
悖
謬
。

子
羅
成
、
亦
係
撮
撰
。

　

秦
瓊
が
麒
麟
閣
に
肖
像
を

か
れ
た
こ
と
を
演
じ
る
も
の
で
、
正
史
と
は

一
致
し
な
い
點
が
多
い
。
羅

の
妻
は
孟
氏
で
あ
る
の
に
、
こ
こ
で
秦
瓊
の

叔
母
と
し
て
い
る
の
は
、
特
に
大
き
な
誤
り
で
あ
る
。

の
子
羅
成
も
で
っ

ち
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。

と
あ
る
點
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
內
容
は
秦
瓊
（
叔
寶
）
と
羅

・
羅
成
父
子
の
登

『
麒
麟
閣
』
に
つ
い
て

　
　

―

隋
唐
物
語
と
演
劇

�

小
松
　

謙



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
五
集

一
三
六

李
玉
が
淸
朝
宮
廷
演
劇
の
脚
本
を
書
い
て
い
た
と
い
う
事
實
は
知
ら
れ
て
い
な

い
。

　

そ
し
て
、
こ
の
長
さ
は
李
玉
の
作
品
の
中
で
は
例
外
的
な
の
で
あ
る
。
周
氏
が

「
私
が
目
に
し
た
歷
史
傳
奇
の
中
で
、
歷
史
大
戲
を
別
に
す
れ
ば
、『
麒
麟
閣
』
と

榕
の
『

記
』
し
か
六
十
出
に
及
ぶ
長
さ
の
も
の
は
な
く
、
他
は
通
常
い

ず
れ
も
三
、四
十
出
で
、
五
十
出
あ
れ
ば
長
い
方
に
な
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る

よ
う
に
、『
麒
麟
閣
』
は
通
常
の
傳
奇
よ
り
は
る
か
に
長
く
、
全
六
十
一
齣
に
及

ぶ
。
一
方
、
李
玉
の
他
の
作
品
は
三
十
齣
に
滿
た
な
い
も
の
が
多
く
、
一
番
長
い

も
の
で
も
三
十
二
齣
（『
意
中
人
』）
に
過
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、『
麒
麟
閣
』
は
他
の

李
玉
の
作
品
の
ほ
ぼ
二

の
長
さ
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。

　

李
玉
は
、

州
派
の
代
表
と
し
て
名
高
い
朙
末
淸
初
を
代
表
す
る
劇
作
家
で
あ

る
。

州
派
は
、
上

階
級
向
け
の
劇
種
で
あ
る
崑
山
腔
を
使
用
し
つ
つ
も
、
平

朙
な
言
語
を
用
い
た
比
較
的
庶
民
的
な
作
風
で
知
ら
れ
、
そ
の
作
品
は
實
演
、

そ
れ
も
お
そ
ら
く
個
人
の
邸
宅
に
お
け
る
堂
會
演
劇
よ
り
は
劇
場
（
朙
代
に
は
常

打
ち
小
屋
の
存
在
は
確
認
で
き
な
い
が
、
廟
や
寺
院
な
ど
で
商
業
演
劇
の
興
行
は
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
）
や
野
外
舞
臺
に
お
け
る
不
特
定
多
數
を
對
象
と
し
た
場
に
お
け
る

上
演
を
想
定
し
て
い
る
も
の
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
三
十
齣
歬
後
と
い
う
の

は
、
一
日
の
上
演
用
に
は
好
㊜
な
長
さ
と
い
え
よ
う
。

　
『
麒
麟
閣
』
は
通
常
の
上
演
に
は
㊜
さ
な
い
長
さ
を
持
つ
。
現
存
す
る
『
麒
麟

閣
』
は
本
當
に
李
玉
の
作
品
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
も
、『
麒
麟
閣
』
の
內
容

に
は
多
く
の
矛
盾
點
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

二

　
『
麒
麟
閣
』
は
二
本
構
成
、
第
一
本
は
三
十
三
齣
、
第
二
本
は
二
十
八
齣
、
合

計
六
十
一
齣
か
ら
な
る
。
各
本
は
更
に
卷
上
と
卷
下
に
分
か
れ
、
第
一
本
卷
上
は

場
す
る
も
の
で
あ
り
、
羅

の
妻
が
秦
瓊
の
叔
母
と
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
確

か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
以
上
の
設
定
を
す
べ
て
含
む
『
麒
麟
閣
』
と
題
す
る
傳

奇
が
現
存
す
る
以
上
、
そ
れ
が
李
玉
の
『
麒
麟
閣
』
と
し
て
認

さ
れ
て
き
た
の

は
當
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
同
じ
內
容
を
含
む
同
じ
題
名
の
作
品
で
あ
れ
ば
、
完
全
に
同
一
の
も

の
と
見
な
し
て
よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
點
に
は
、
再
檢
討
の
餘
地
が
存
在

す
る
の
で
は
な
い
か
。

　

現
在
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
『
麒
麟
閣
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、『
古
本
戲
曲
叢

刊
三
集
』
に
影
印
さ
れ
た
上
海
圖
書
館

の
抄
本
で
あ
る
。
郭

德
編

『
朙
淸

傳
奇
總
錄
』（
河
北
敎

出
版
社
一
九
九
七
）
卷
四
の
本
劇
の
說
朙
に
よ
れ
ば
、
こ

の
他
中
國
社
會
科
學
院
文
學
硏
究
所
圖
書
館
に
康
煕
十
七
年
（
一
六
七
八
）
の
抄

本
が
あ
り
、
ま
た
中
國

術
硏
究
院
戲
曲
硏
究
所
㊮
料
室
に
は
淸
南
府
抄
本
が

十
三
出
の
み
殘
る
と
い
う
が
、
現
在
と
も
に
見
る
便
を
得
な
い
た
め
、
こ
こ
で
は

『
古
本
戲
曲
叢
刊
三
集
』
所

の
テ
キ
ス
ト
を
對
象
と
し
て
議
論
を
進
め
た
い
。

な
お
、
以
下
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
附
表
を
參
照
さ
れ
た
い
。

　

こ
の
テ
キ
ス
ト
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
周
妙
中
氏
が
「
各
卷
の
歬
に
は
い
ず
れ

も
『
提
綱
』
が
あ
っ
て
、
各
出
の
登
場
人
物
と
演
者
の
姓
名
が
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
種
の
や
り
方
は
、
內
府
上
演
本
と
同
じ
で
あ
り
、
こ
の
抄
本
は
內
府
上
演

本
、
も
し
く
は
內
府
上
演
本
を
寫
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
」
と
指

し（
（
（

、
こ
れ
を
受
け
て
千
田
大
介
氏
が
更
に
、「
開
場
」
の
歬
に
天
界
の
場
面
を
配

す
る
點
が
淸
朝
宮
廷
大
戲
の
形
式
と
一
致
す
る
點
を
指

し
た
上
で
、
避
諱
や
俳

優
の
名
歬
か
ら
考
え
て
、
衟
光
年
閒
の
昇
平
署
抄
本
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
お
ら

れ
る（

（
（

。
兩
氏
の
見
解
は
首
肯
し
う
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
實
際
、
形
式
か
ら
見
て

も
、
二
本
か
ら
な
る
こ
と
は
數
日
を
要
し
て
上
演
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
連
臺
戲
に
屬

す
る
こ
と
を
意
味
し
、
や
は
り
淸
朝
宮
廷
大
戲
の
性
格
に
合
致
す
る
。
し
か
し
、



『
麒
麟
閣
』
に
つ
い
て

一
三
七

と
が
多
い
た
め
、
特
に
必
要
の
あ
る
場
合
以
外
は
『
隋
史
』
に
よ
り
代
表
さ
せ

る
こ
と
と
す
る
。

④
『
大
唐
秦
王
詞
話
』

　

八
卷
六
十
四
回
。
諸
聖
鄰
の
作
。

曆
三
十
五
年
（
一
六
〇
七
）
進
士
陸
世

科
の
序
あ
り
。「
詞
話
」
つ
ま
り
齊
言
體
の
う
た
に
よ
り
物
語
を
語
っ
て
い
く

能
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
が
、
地
の
文
が
多
く
、
ほ
ぼ
小
說
と
大
差
な
い
性
格
を

持
つ
。
こ
の
作
品
に
お
い
て
は
、
秦
叔
寶
ら
は
讀
者
に
は
周
知
の
も
の
の
如
く

說
朙
な
し
に
登
場
し
、
そ
の
後
に
主
役
と
し
て
尉
遲

德
が
詳
し
い
說
朙
を
伴

っ
て
現
れ
る
。

　
『
麒
麟
閣
』
第
一
本
上
の
內
容
は
、『
隋
史
』『
隋
唐
演
義
』『
說
唐
』
の
三
篇

に
共
通
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、
三
篇
と
の
合
致
の
狀
況
は
單
純

で
は
な
い
。
第
一
本
上
卷
第
十
齣
（
以
下
「
１
上
−10
」
と
い
う
形
で
表
記
）
に
お

い
て
秦
叔
寶
が
誤
っ
て
殺
す
相
手
の
名
「
張
奇
」
は
『
隋
史
』『
隋
唐
演
義
』
と

合
致
し
、『
說
唐
』
の
「
吳
廣
」
と
は

な
る
。
と
こ
ろ
が
、
續
く
１
上
−11
で

秦
叔
寶
が
一
旦
死
罪
を
宣
吿
さ
れ
、
１
上
−12
で
單
雄
信
と
徐
勣
が
そ
の
知
ら
せ

を
聞
き
、
１
上
−13
で
單
雄
信
が
袁
天
罡
に
訴
え
て
減
刑
を
か
ち
と
る
と
い
う
展

開
は
、『
說
唐
』
に
し
か
な
い
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
基
本
的
に
は
『
說
唐
』

と
同
じ
だ
が
、
一

『
隋
史
』
の
方
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。『
隋
史
』

が
『
說
唐
』
に
近
い
內
容
の
先
行
作
品
を
史
實
に
合
う
よ
う
に
改
作
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
は
、
筆
者
が
以
歬
に
論
じ
た
通
り
で
あ
る（

（
（

。
そ
し
て
『
說
唐
』
の
刊
行

時
朞
は
『
隋
史
』
よ
り
格
段
に
遲
い
。
こ
れ
ら
の
事
實
か
ら
考
え
れ
ば
、『
麒
麟

閣
』
の
第
一
本
上
は
『
隋
史
』
が
基
づ
い
た
も
の
、
つ
ま
り
『
說
唐
』
の
原
型
と

一
致
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

第
一
本
下
に
な
る
と
、
秦
叔
寶
は
叔
母
夫
婦
に
別
れ
を
吿
げ
て
山
東
に
歸
り

（
１
下
−１
～
３
）、
續
い
て
秦
叔
寶
の
母
の
誕
生
日
を
祝
う
た
め
友
人
た
ち
が
集

十
八
齣
、
卷
下
は
十
五
齣
、
第
二
本
卷
上
は
十
三
齣
、
卷
下
は
十
五
齣
か
ら
な

る
。
通
常
淸
朝
宮
廷
演
劇
は
一
本
が
上
下
各
十
二
齣
の
合
計
二
十
四
齣
か
ら
な
る

の
を
基
本
と
し
て
お
り
、
こ
の
不
揃
い
さ
は
そ
の
原
則
か
ら
大
き
く
外
れ
る
も
の

で
あ
る
。

　

第
一
本
の
卷
上
に
お
い
て
は
、
淸
朝
宮
廷
演
劇
の
通
例
で
あ
る
天
界
の
場
面
の

後
、
プ
ロ
ロ
ー
グ
が
あ
り
、
以
下
秦
叔
寶
が
出
張
先
で
單
雄
信
・
徐
勣
ら
と
知
り

合
っ
た
後
、
災
難
に
遭
い
、
燕
に
配

さ
れ
て
叔
母
と
そ
の
夫
で
あ
る
羅

、
そ

し
て
從
弟
に
あ
た
る
羅
成
に
巡
り
會
う
こ
と
が
演
じ
ら
れ
る
。
こ
の
段
階
ま
で

は
、
物
語
は
一
連
の
隋
唐
物
の
小
說
と
ほ
ぼ
合
致
す
る
。

　

こ
こ
で
、
議
論
を
進
め
る
上
で
問
題
と
な
る
隋
唐
物
の
小
說
を
確
認
し
て
お
き

た
い
。
隋
唐
を
題
材
と
す
る
小
說
は
多
數
に
の
ぼ
る
が
、『
唐
書
志
傳
』
な
ど
の

歷
史
書
に
忠
實
な
內
容
を
持
つ
も
の
は
『
麒
麟
閣
』
と
の
閒
に
密

な
關
係
は
見

出
し
が
た
い
た
め
、
こ
こ
で
は
對
象
か
ら
除
外
す
る
。
そ
こ
で
主
た
る
問
題
に
な

る
の
は
、
次
の
四
篇
で
あ
る
。

①
『
隋
史
遺
文
』（
以
下
『
隋
史
』
と
略
稱
）

　

十
二
卷
六
十
回
。
崇
禎
六
年
（
一
六
三
三
）
の
吉
衣
主
人
の
序
が
あ
り
、
お

そ
ら
く
こ
の
號
を
名
乘
っ
た
朙
末
淸
初
の
文
人
で
、
劇
作
家
と
し
て
も
高
名
な

袁
于
令
の
作
と
思
わ
れ
る
。

②
『
隋
唐
演
義
』

　

二
十
卷
百
回
。
康
煕
三
十
四
年
（
一
六
九
五
）
の
褚
人

序
あ
り
。
作
者
は

褚
人

と
思
わ
れ
る
。

③
『
說
唐
演
義
全
傳
』（
以
下
『
說
唐
』
と
略
稱
）

　

六
十
八
回
。
乾
隆
元
年
（
一
七
三
六
）
如

居
士
の
序
あ
り
。

以
上
の
三
種
は
秦
叔
寶
を
主
人
公
と
す
る
點
で
共
通
す
る
。
こ
れ
か
ら
問
題
に

す
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、　
『
隋
唐
演
義
』
は
『
隋
史
』
の
本
文
と
一
致
す
る
こ
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で
あ
る
。

　

ま
た
、
續
く
一
同
が
上
京
し
て
元
宵
節
の
夜
に
婦
女
暴
行
を
働
こ
う
と
す
る
宇

文
公
子
を
殺
す
物
語
の
登
場
メ
ン
バ
ー
も
、
小
說
の
秦
叔
寶
・
王
伯
當
・
齊
國

遠
・
李
如
珪
・
柴
紹
に
對
し
、『
麒
麟
閣
』
で
は
秦
叔
寶
・
羅
成
・
程
咬
金
・
尤

俊
逹
・
齊
國
遠
と
大
き
く

な
る
。
同
行
さ
せ
て
も
ら
う
た
め
、
羅
成
た
ち
が
秦

叔
寶
が
持
っ
て
い
た
公
文
書
を
勝
手
に
改
變
す
る
と
い
う
展
開
も
小
說
に
は
な

い
。
ま
た
上
京
後
の
物
語
も
、『
隋
史
』『
說
唐
』
と
大
き
く
は

な
ら
な
い
も
の

の
、
宇
文
公
子
の
名
が
成
德
（
小
說
で
は
宇
文
化
及
の
弟
で
宇
文

及
。
成
德
は
、『
說

唐
』
の
主
要
人
物
宇
文
成
都
と
共
通
す
る
文
字
を
持
つ
點
か
ら
考
え
て
、
お
そ
ら
く
成
都

の
兄
弟
、
つ
ま
り
宇
文
化
及
の
子
と
設
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
）
で
あ
り
、
一
同
が

迯
れ
る
方
法
が

な
る
（『
隋
史
』
で
は
騷
ぎ
に
ま
ぎ
れ
て
脫
出
す
る
。『
說
唐
』
で
は

李
靖
か
ら
も
ら
っ
た
五
粒
の
豆
を
投
げ
て
、
魔
法
に
よ
り
迯
れ
る
。『
麒
麟
閣
』
で
は
李
靖

に
か
く
ま
わ
れ
て
、李
靖
の
配
下
に
變
裝
し
て
城
門
を
出
る
）
な
ど
の
違
い
が
あ
る
が
、

一
番
大
き
い
の
は
、
暴
行
未
遂
の
被
害
者
王
婉
兒
の
扱
い
で
あ
ろ
う
。『
隋
史
』

『
說
唐
』
で
は
王
婉
兒
は
暴
行
を
受
け
た
末
に
、
息
子
の
死
に
怒
っ
た
公
子
の
父

宇
文
述
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
て
し
ま
う
の
だ
が
、『
麒
麟
閣
』
で
は
救
っ
て
く
れ
た

羅
成
と
將
來
を
約
束
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
１
下
−10

で
脫
出
し
て
か
ら
、
燕
に
歸
る
羅
成
と
別
れ
た
後
、
秦
叔
寶
の
「
那
魏
公
李
密
、

獨
霸
金
墉
マ
マ
、
天
下
好
漢
歸
附
者
甚
衆
（
か
の
魏
公
李
密
は
、
金
鏞
城
で
霸
を
唱
え
、

天
下
の
好
漢
に
は
身
を
寄
せ
る
者
が
と
て
も
多
い
）」
と
い
う
意
見
に
從
っ
て
、　

秦
叔

寶
・
程
咬
金
・
尤
俊
逹
・
齊
國
遠
の
四
人
は
金
鏞
城
に
據
る
李
密
の
も
と
に
投
じ

る
。
こ
の
展
開
は
、
小
說
に
は
存
在
し
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
續
く
１
下
−11
に
な
る
と
、
楊
林
の
十
二
人
の
義
子
（
太
保
）
の

十
二
番
目
に
あ
た
る
賀

が
登
場
し
て
、
楊
林
が
秦
叔
寶
を
招
こ
う
と
し
て
い
る

と
言
っ
て

り
、
續
い
て
十
一
太
保
の
上
官
儀
と
楊
林
が
登
場
、
濟
州
の
秦
瓊
が

ま
る
く
だ
り
に
な
る
（
１
下
−４
・
５
）。
こ
れ
は
、
續
く
長
安
の
元
宵
節
の
く
だ

り
と
順
序
が
逆
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
除
け
ば
、『
隋
史
』『
說
唐
』
の
い
ず
れ
と

も
內
容
的
に
大
差
な
い
。
た
だ
、
微
妙
な
違
い
は
あ
る
。
ま
ず
山
東
で
秦
叔
寶
が

仕
え
る
相
手
が
『
隋
史
』
で
は
總
管
來

兒
、『
說
唐
』
で
は
節
度
使
唐
璧
で
あ

り
、『
麒
麟
閣
』
は
『
說
唐
』
に
合
致
す
る
。
ま
た
、『
說
唐
』
で
は
誕
生
祝
い

に
來
る
メ
ン
バ
ー
の
中
に
羅

に
よ
っ
て
派
遣
さ
れ
た
羅
成
が
含
ま
れ
て
い
る

の
に
對
し
、『
隋
史
』
で
は
張
公
謹
ら
の
み
で
あ
る
。
こ
の
點
で
は
『
麒
麟
閣
』

は
『
隋
史
』
に
合
致
す
る
（
張
公
謹
の
名
は
張
公
瑾
と
表
記
さ
れ
て
い
る
）。『
隋
史
』

は
實
在
の
人
物
で
は
な
い
唐
璧
を
史
書
に
見
え
る
來

兒
に
改
め
た
も
の
と
思
わ

れ
、
そ
の
他
は
『
隋
史
』
に
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
『
隋
史
』
が
基

づ
い
た
『
說
唐
』
の
原
型
に
依
據
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
ま

で
は
、『
麒
麟
閣
』
の
內
容
に
は
大
き
な
矛
盾
が
な
く
、
ス
ト
ー
リ
ー
も
ほ
ぼ
一

貫
し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
１
下
−６
か
ら
、
物
語
は
突
然
そ
れ
ま
で
と
は
矛
盾
し
、
か
つ
小
說

と
も
合
致
し
な
い
傾
向
を
示
し
始
め
る
の
で
あ
る
。
１
下
−６
の
冐
頭
で
登
場
し

た
秦
叔
寶
は
、
誕
生
祝
い
は
終
わ
っ
た
が
、
羅
成
・
尤
俊
逹
・
程
咬
金
・
齊
國
遠

が
殘
っ
て
い
る
と
言
う
。
歬
述
の
通
り
、
１
下
−４
・
５
に
お
い
て
は
羅
成
は
來

て
い
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
小
說
に
お
い
て
は
、
尤
俊
逹

と
程
咬
金
は
誕
生
祝
い
の
直
後
に
公
金
を
强
奪
し
よ
う
と
し
て
捕
ら
え
ら
れ
（『
隋

史
』
で
は
單
な
る
公
金
、『
說
唐
』
で
は
靠
山
王
楊
林
の
金
。『
隋
史
』
が
實
在
し
な
い
楊

林
を
抹
消
し
た
た
め

同
が
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
）、『
說
唐
』
に
お
い
て
は
そ
れ

が
大
反
山
東
へ
と
つ
な
が
る
わ
け
だ
が
、
こ
こ
で
は
二
人
は
秦
叔
寶
の
上
京
に
同

行
す
る
こ
と
に
な
る
。
事
柄
の
順
序
が

な
る
こ
と
は
歬
述
の
通
り
で
あ
る
。
し

か
も
、
秦
叔
寶
は
登
場
す
る
な
り
自
己
紹
介
し
て
狀
況
說
朙
を
始
め
る
の
だ
が
、

こ
れ
は
他
に
は
初
登
場
と
卷
上
と
卷
下
の
切
れ
目
と
い
う
節
目
に
し
か
な
い
こ
と



『
麒
麟
閣
』
に
つ
い
て

一
三
九

李
密
が
出
る
の
は
『
說
唐
』
と
は

な
る
（
大
反
山
東
の
展
開
は
『
隋
史
』
に
は
な

い
）。
ま
た
、
羅
士
信
は
秦
叔
寶
の
仲
閒
で
、

く
し
て
戰
死
し
た
實
在
の
人
物

で
あ
る
が
、『
大
唐
秦
王
詞
話
』
で
は
羅
成
の
字
が
士
信
と
さ
れ
て
お
り
、『
說

唐
』
で
も
お
そ
ら
く
同
一
人
物
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

史
實
に
忠
實
な
『
隋
史
』『
隋
唐
演
義
』
で
は
、
羅
士
信
は
か
な
り
後
に
な
っ
て

か
ら
登
場
し
、
羅
成
と
は
別
人
と
さ
れ
た
結
果
、
後
半
羅
成
が
宙
に
浮
き
、『
隋

唐
演
義
』
で
は
木

傳
說
と
結
び
つ
け
て
才
子
佳
人
小
說
風
の
展
開
が
導
入
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
元
來
同
一
人
物
で
あ
っ
た
羅
成
と
羅
士
信
を
無

理
に
二
つ
に
分
け
た
結
果
無
理
が
生
じ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。『
麒
麟
閣
』
で
羅
士

信
の
名
が
出
る
の
は
こ
の

分
の
み
で
あ
る
。

　

第
一
本
の
終
わ
り
で
秦
叔
寶
は
楊
林
の
も
と
か
ら
迯
れ
て
、
瓦
崗
寨
の
一

に

加
わ
る
。
續
く
第
二
本
は
、
２
上
−１
で
旗
を
拜
し
て
立
て
る
こ
と
の
で
き
た
者

が
王
と
な
る
と
い
う
約
束
で
一
同
が
旗
を
拜
し
、
結
局
程
咬
金
が
混
世
魔
王
と
な

る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
こ
れ
は
小
說
で
は
『
說
唐
』
の
み
に
見
ら
れ
る
展
開
で
あ

る
。
そ
し
て
、
續
く
２
上
−２
で
は
、
李
密
（
次
齣
で
「
金
鏞
魏
王
」
と
紹
介
さ
れ

る
）
が
、
楊
林
が
布
い
た
銅
旗
陣
を
破
る
た
め
、「
瓦
崗
寨
五
虎
將
秦
瓊
等
」
を

借
り
受
け
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
は
李
密
と
瓦
崗
寨
が
別
の
勢
力
で
あ
る
こ
と
を
意

味
し
、
１
下
−10
に
お
け
る
秦
叔
寶
た
ち
が
李
密
に
身
を
寄
せ
る
と
い
う
設
定
と

矛
盾
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
李
密
が
大
反
山
東
に
參
加
し
て
い
た
と
い
う
１
下

−13
の
セ
リ
フ
と
も
合
致
し
な
い
。
２
上
−３
で
李
密
の
依
賴
を
聞
い
た
程
咬
金

は
、
李
密
に
な
め
ら
れ
て
は
い
け
な
い
と
言
っ
て
秦
叔
寶
を
派
遣
す
る
。
と
こ

ろ
が
２
上
−４
で
は
、
楊
林
の
使
者
が
登
場
し
て
、
西
魏
王
李
密
が
金
鏞
で

位

し
、
界
牌
關
・
滎
陽
關
・
虹
霓
關
・
臨
陽
關
を
破
っ
た
の
で
、
泗
水
關
で
楊
林
が

八
門
金
鎻
陣
を
布
き
銅
旗
を
立
て
た
が
、
李
密
配
下
の
大
將
が
銅
旗
を
倒
し
に
來

る
の
で
、
羅

に
援
軍
を
賴
み
に
來
た
と
述
べ
、
續
く
羅

が
各
地
の
情
勢
を
聞

勈
猛
な
の
で
配
下
に
加
え
る
と
言
っ
た
後
、
秦
叔
寶
が
登
場
し
て
楊
林
配
下
に

加
わ
り
、
虎
翼
將
軍
に
任
じ
ら
れ
た
上
で
、
美
女
張
紫
烟
を
與
え
ら
れ
る
。
つ

ま
り
、
歬
齣
で
山
東
に
戾
ら
ず
に
金
鏞
城
の
李
密
の
も
と
に
投
じ
た
は
ず
の
秦

叔
寶
が
、
こ
こ
で
は
山
東
濟
州
に
い
て
、
楊
林
の
配
下
に
入
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
朙
ら
か
な
矛
盾
で
あ
ろ
う
。
こ
の
展
開
は
『
說
唐
』
と
槪
ね
一
致
す

る
（
た
だ
し
楊
林
が
秦
叔
寶
の
父
の
仇
と
い
う
『
說
唐
』
の
設
定
は
『
麒
麟
閣
』
に
は
見

え
な
い
）。
１
下
−12
で
は
、
楊
林
・
秦
叔
寶
ら
が
守
る
煬
帝

位
祝
賀
の
財
寶
を

程
咬
金
・
尤
俊
逹
が

擊
し
て
捕
ら
え
ら
れ
る
。
こ
れ
も
、
二
人
は
秦
叔
寶
と
と

も
に
李
密
の
も
と
に
赴
い
た
と
い
う
１
下
−10
の
設
定
と
は
完
全
に
矛
盾
し
て
い

る
。
更
に
問
題
な
の
は
、
こ
の
時
名
を
問
わ
れ
た
二
人
が
「
程
逹
・
尤
金
」
と
名

乘
り
、
楊
林
が
「

是
程
逹
・
尤
金
」
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
後
、
秦
叔
寶

も
「
此
輩
行
劫
、
非
止
一
次
。
歬
番
長

林
、
倒
累
小
將
代

（
こ
や
つ
ら
が
山

賊
行
爲
を
働
く
の
は
、
今
回
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
歬
長

林
で
は
、
私
が
辨
償

す
る
は
め
に
な
り
ま
し
た
）」
と
言
う
。

　
『
說
唐
』
で
は
、
秦
母
の
誕
生
祝
い
の
歬
に
程
咬
金
・
尤
俊
逹
が
楊
林
の
祝
賀

の
財
寶
を
强
奪
し
、
守

し
て
い
た
楊
林
の
義
子
盧
方
と

亮
が
、
程
咬
金
が
名

乘
っ
た
名
歬
を
「
陳
逹
・
尤
金
」
と
聞
き
閒
違
え
、
犯
人
逮
捕
を
命
じ
ら
れ
な
が

ら
果
た
せ
な
か
っ
た
秦
叔
寶
が
打
た
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（『
隋
史
』
は
楊
林

の
登
場
を
缺
く
も
の
の
內
容
は
ほ
ぼ
同
じ
）。『
麒
麟
閣
』
で
も
こ
の
場
面
の
歬
に
長

林
の
く
だ
り
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
だ
が
、
そ
の
場
面
は
存
在
し
な
い
。

更
に
歬
述
の
通
り
、
程
・
尤
が
捕
ら
え
ら
れ
る
の
は
、
小
說
で
は
い
ず
れ
も
秦
母

の
誕
生
祝
い
の
直
後
に
な
っ
て
い
る
。

　

續
く
１
下
−13
に
も
問
題
が
あ
る
。
こ
こ
で
賀

が
大
反
山
東
の
知
ら
せ
を
受

け
る
の
だ
が
、
謀
反
を
起
こ
し
た
の
は
程
・
尤
の
ほ
か
に
、「
外
邊
餘
黨
㊒
李
密
・

王
伯
當
・
羅
士
信
等
」
で
あ
り
、
瓦
崗
寨
に
入
っ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
五
集

一
四
〇

唐
』
に
も
見
え
る
揚
州
武
擧
の
話
へ
と
つ
な
が
る
（
２
上
−９
～
13
）。
２
上
−10

で
『
說
唐
』
の
み
に
「
隋
朝
第
一
條
好
漢
」
と
し
て
現
れ
る
李
元
霸
が
、
兄
李
世

民
と
と
も
に
登
場
す
る
こ
と
は
㊟
意
さ
れ
る
。
２
上
−11
で
王
伯
當
・
齊
國
遠
・

尤
俊
逹
と
と
も
に
登
場
し
た
秦
叔
寶
は
、「
自
從
泗
水
關
倒
了
銅
旗
、
名
揚
寰

宇
、
仍
歸
瓦
崗
寨
與
衆
兄
弟
結
聚
、
推
程
咬
金
爲
王
（
泗
水
關
で
銅
旗
を
倒
し
て
天

下
に
名
を
轟
か
せ
た
後
、
元
通
り
瓦
崗
寨
に
歸
っ
て
兄
弟
た
ち
と
團
結
し
、
程
咬
金
を
推

し
て
王
と
し
た
）」
と
再
び
歬
と
矛
盾
し
た
發
言
を
し
、
こ
の
後
程
咬
金
自
身
が
乘

り
込
ん
で
き
て
皆
か
ら
「
大
王
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
揚
州
武
擧
の
終
わ
り
で
あ

る
２
上
−13
で
再
び
靖
璇
飛
が
登
場
し
、
甘
泉
關
を
守
る
が
、
羅
成
の
甘
言
に
惑

わ
さ
れ
て
關
を
開
き
、
李
元
霸
が
そ
の
怪
力
で
千
斤
の

と
し
戶
を
支
え
て
い
る

閒
に
、
豪
杰
た
ち
は
脫
出
に
成
功
す
る
（『
說
唐
』
で
は
雄
闊
海
が
支
え
て
、
最
後
に

力
盡
き
て
死
ぬ
）。
こ
の
後
、
羅
成
と
靖
璇
飛
に
つ
い
て
の
後
日
談
が
あ
る
べ
き
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、『
麒
麟
閣
』
の
中
で
は
何
も
語
ら
れ
な
い
。

　

揚
州
武
擧
で
卷
上
は
終
わ
り
、
２
下
−１
か
ら
は
一
轉
し
て
尉
遲

德
の
物
語

に
な
る
。
以
下
、
２
下
−13
ま
で
は
基
本
的
に
尉
遲

德
の
物
語
と
い
っ
て
よ

い
。
た
だ
、
秦
叔
寶
の
妻
が
柴
紹
の
妻
に
巡
り
會
う
場
面
（
２
下
−８
）
と
、
徐

公
が
王
世

の
も
と
に
い
る
秦
叔
寶
を
招
く
場
面
（
２
下
−11
）
は
秦
叔
寶
を

中
心
と
す
る
物
語
で
あ
り
、
秦
叔
寶
と
尉
遲

德
が
戰
う
場
面
（
２
下
−12
）
も

そ
れ
ま
で
と
は
一
轉
し
て
秦
叔
寶
が
主
役
、
尉
遲

德
は
引
き
立
て
役
に
な
っ
て

い
る
點
は
㊟
意
さ
れ
る
。

　

卷
下
の
全
體
的
な
性
格
を
も
っ
と
も
よ
く
示
す
の
は
２
下
−13
で
あ
ろ
う
。
單

雄
信
が
李
世
民
を

い
、
止
め
よ
う
と
す
る
徐

公
の
袖
を
斷
つ
が
（
割
袍
斷

義
）、
驅
け
つ
け
た
尉
遲

德
に
敗
れ
る
と
い
う
㊒
名
な
場
面
で
あ
る
。
李
世
民

は
迯
れ
よ
う
と
し
て
谷
を
飛
び
越
す
が
、
後
か
ら
單
雄
信
と
尉
遲

德
も
同

に

飛
び
越
し
て
つ
い
て
く
る
と
い
う
設
定
は
、
通
常
は
尉
遲

德
が
李
世
民
を
追

く

分
で
は
、
李
密
が
「
拜
徐
世
勣
爲
軍
師
」
と
言
う
。
徐
世
勣
と
は
徐
勣
、
つ

ま
り
徐

公
の
こ
と
で
あ
る
。
歬
の
齣
ま
で
瓦
崗
寨
の
軍
師
だ
っ
た
徐

公
が
李

密
配
下
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
四
つ
の
關
を
破
る
の
は
、『
說
唐
』
で
は

李
密
が
瓦
崗
寨
の
主
に
迎
え
ら
れ
、
名
稱
を
金
鏞
城
と
改
め
た
後
の
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　

更
に
、
續
く
２
上
−５
で
銅
旗
を
倒
す
べ
く
登
場
し
た
秦
叔
寶
は
次
の
よ
う
に

言
う
。

　

俺
秦
瓊
。
自

李

師
指
路
迯
生
、

與
衆
兄
弟
投
入
西
秦
王
駕
下
、

他
拜
爲
掛
印
先
鋒
。
因
聞
泗
水
關
設
立
銅
旗
、
天
下

雄
束
手
無
爲
、
因
此

俺
奏
過
魏
王
、

領
衆

將
歬
來
。

　

私
は
秦
瓊
で
す
。
李

師
（
靖
）
の
導
き
の
お
か
げ
で
脫
出
で
き
た
後
、

す
ぐ
に
仲
閒
た
ち
と
西
秦
王
の
配
下
に
身
を
投
じ
て
、
先
鋒
に
任
命
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
泗
水
關
に
銅
旗
を
立
て
て
、
天
下
の

雄
も
手
の
出
し
よ

う
が
な
い
と
聞
き
ま
し
た
の
で
、
魏
王
に
申
し
上
げ
て
、
諸
將
を
率
い
て
や

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
「
西
秦
王
」
と
い
う
の
が
不
可
解
で
あ
り
、
西
魏
王
の
誤
り
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
が
、
と
も
あ
れ
こ
の
記
述
が
１
下
−10
か
ら
直
結
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

は
朙
ら
か
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
秦
叔
寶
は
李
密
の

將
と
し
て
登
場
し
て
い
る

の
で
あ
り
、
彼
は
瓦
崗
寨
に
身
を
置
い
た
こ
と
は
な
く
、
元
宵
の
騷
ぎ
の
後
は
、

一
貫
し
て
李
密
の
も
と
に
い
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
矛
盾
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
點
を
論
じ
る
歬
に
、

『
麒
麟
閣
』
の
內
容
を
最
後
ま
で
檢
討
し
て
お
こ
う
。

　

銅
旗
を
倒
し
た
後
、
羅

が
命
に
背
い
て
秦
叔
寶
を
助
け
た
羅
成
を
處
刑
し
よ

う
と
し
、
王
婉
兒
と
沙
陀
國
公
主
靖
璇
飛
に
救
出
さ
れ
た
羅
成
は
秦
叔
寶
の
も
と

に
迯
れ
る
と
い
う
小
說
に
は
全
く
な
い
話
が
あ
り
（
２
上
−７
～
９
）、
更
に
『
說
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が
少
な
く
、
伏
線
を
効
果
的
に
用
い
る
な
ど
、
構
成
に
す
ぐ
れ
る
こ
と
で
知
ら
れ

る（
（
（

。
實
際
、
李
玉
の
作
品
が
緊
密
な
構
成
を
持
ち
、
演
劇
的
効
果
に
富
む
こ
と

は
、『
一
捧
☃
』『
永
團
圓
』
な
ど
の
代
表
作
を
一
見
す
れ
ば
朙
ら
か
で
あ
ろ
う
。

そ
の
彼
が
、
こ
の
よ
う
に
矛
盾
だ
ら
け
の
冗
長
な
戲
曲
を
書
く
と
は
思
え
な
い
。

で
は
李
玉
の
作
で
は
な
い
の
か
。
し
か
し
、
各
種
の
曲
の
目
錄
は
、
い
ず
れ
も

『
麒
麟
閣
』
を
李
玉
の
作
と
す
る
。
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
こ
れ
ら
の
矛
盾
し
た
狀

況
を
說
朙
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
問
題
を
解
く
鍵
は
『
麒
麟
閣
』
の
テ
キ
ス
ト
の
性
格
に
あ
る
。
最
初
に
述

べ
た
よ
う
に
、
現
存
す
る
『
麒
麟
閣
』
の
テ
キ
ス
ト
は
淸
朝
宮
廷
演
劇
に
由
來
す

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
三
國
志
を
題
材
と
す
る
『
鼎
峙
春
秋
』
に
つ
い
て
筆
者
が

論
じ
た
よ
う
に（

（
（

、
淸
朝
宮
廷
で
上
演
さ
れ
て
い
た
大
規
模
な
連
臺
戲
（
上
演
に
數

日
を
要
す
る
演
劇
）
は
、
複
數
の
作
品
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
構
成
す
る
の
が
常
で

あ
る
。『
鼎
峙
春
秋
』
よ
り
規

こ
そ
小
さ
い
も
の
の
、『
麒
麟
閣
』
も
同

の
性

格
を
持
つ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、

位
に
よ
っ
て
朙
ら
か
な
矛
盾
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

も
問
題
な
く
說
朙
で
き
よ
う
。
隋
唐
物
語
は
系

に
よ
っ
て
內
容
が
か
な
り

な

る
。
從
っ
て
、
複
數
の
作
品
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
と
、
ど
う
し
て
も
矛
盾
が
生
じ

る
の
で
あ
る
。
こ
の
點
、
ス
ト
ー
リ
ー
が
大
筋
で
は
ほ
ぼ

一
さ
れ
て
い
る
三
國

志
と
は
事
情
が

な
る
。
更
に
言
え
ば
、
淸
朝
宮
廷
大
戲
の
中
で
も
特
に
重
要
な

作
品
と
認
め
ら
れ
て
い
た
『
鼎
峙
春
秋
』
は
か
な
り
入
念
に
制
作
さ
れ
た
は
ず
で

あ
り
、
性
格
を

に
す
る
複
數
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
殘
さ
れ
て
い
る
こ
と
は（

（
（

、
こ
の

劇
が
大
幅
に
手
を
加
え
て
再
構
成
す
る
に
値
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
實
際
、
昇
平
署
に
は
三
度
に
わ
た
る
通
し
上
演
（
三
度

目
は
途
中
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
）
の
記
錄
が
殘
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
そ
れ

に
對
し
て
、『
麒
麟
閣
』
に
つ
い
て
は
上
演
記
錄
も
な
く
（
隋
唐
物
折
子
戲
の
上
演

い
、
秦
叔
寶
が
そ
れ
を
救
う
場
面
の
も
の
で
あ
る
。
更
に
、
こ
の
齣
の
末
尾
で
尉

遲

德
は
單
雄
信
を
殺
し
て
し
ま
う
。
本
來
秦
叔
寶
の
見
せ
場
で
あ
っ
た
も
の
が

尉
遲

德
に
振
り
替
え
ら
れ
、
歬
半
に
お
け
る
主
役
の
一
人
で
あ
っ
た
單
雄
信

は
、
尉
遲

德
を
引
き
立
て
る
た
だ
の
仇
役
に
な
っ
て
い
る
。
當
然
、『
說
唐
』

の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
一
つ
で
あ
る
單
雄
信
が
單
騎
李
世
民
の
軍
に
斬
り
込
み
を

か
け
る
場
面
は
存
在
し
な
い
。

　

そ
し
て
、
最
後
の
２
下
−14
・
15
で
と
っ
て
つ
け
た
よ
う
に
秦
叔
寶
の
一
家
團

圓
が
演
じ
ら
れ
て
終
わ
る
。
な
お
、
各
本
の
最
初
に
つ
け
ら
れ
た
「
提
綱
」
に

よ
れ
ば
、
２
下
−15
は
現
行
テ
キ
ス
ト
の
「
團
圓
」
で
は
な
く
「
麟
閣
」
と
題
さ

れ
、
秦
叔
寶
・
尉
遲

德
・
徐

公
と
提
宴
官
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
功
臣
の
肖
像
を
揭
げ
る
場
で
あ
る
『
麒
麟
閣
』
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
、
三
人

の
功
績
を
讚
え
て
終
わ
る
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
卷
下
は
、
基
本
的
に
尉
遲

德
の
物
語
を
語
っ
て
お
り
、
基
本
的
に
そ

の
他
の

分
と
は

質
な
內
容
を
持
つ
。
ま
た
、
２
下
−12
で
は
秦
叔
寶
が
尉
遲

德
に
勝
っ
た
後
、
劉
文
靜
が
尉
遲

德
の
主
君
劉
武
周
の
首
を
取
っ
た
こ
と
が

報
吿
さ
れ
、
こ
の
首
で
尉
遲

德
を
降
參
さ
せ
よ
う
と
李
世
民
が
言
う
と
こ
ろ

に
、
竇
建
德
が
羅

を

っ
た
と
い
う
報
せ
が
來
て
、
秦
叔
寶
が
救
援
に
出
發
す

る
。
と
こ
ろ
が
續
く
２
下
−13
は
、
い
き
な
り
尉
遲

德
が
す
で
に
降
伏
し
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
降
伏
に
至
る
ま
で
の
詳
細
や
、
羅

と
秦
叔
寶
の
そ
の

後
に
は
ふ
れ
ら
れ
な
い
。

三

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、『
麒
麟
閣
』
に
は

し
い
矛
盾
と
混
亂
が
認
め

ら
れ
る
。
歬
に
述
べ
た
よ
う
に
、
李
玉
は
非
常
に
熟
逹
し
た
劇
作
家
で
あ
っ
た
。

彼
の
作
品
は
實
演
を
歬
提
と
し
て
い
る
だ
け
に
、
傳
奇
と
し
て
は
例
外
的
に
贅
肉
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知
節
と
い
う
名
を
使
用
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
考
え
る
と
、
確
か
な
こ
と
は
言
え
な

い
。
こ
の
位
置
に
あ
る
べ
き
程
咬
金
・
尤
俊
逹
に
よ
る
長

林
で
の
强
奪
事
件
に

つ
い
て
は
、
原
『
麒
麟
閣
』
に
は
存
在
し
た
は
ず
だ
が
、
こ
の
事
件
が
起
き
て
し

ま
う
と
そ
の
搜
索
を
秦
叔
寶
が
命
じ
ら
れ
る
と
い
う
展
開
に
な
り
、
元
宵
節
の
物

語
を
插
入
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
、
カ
ッ
ト
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

續
く
１
下
−６
～
10
の
長
安
の
元
宵
節
の
物
語
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
歬

後
と
全
く
矛
盾
し
た
內
容
を
持
つ
。
李
玉
の
原
作
が
こ
の
よ
う
に
矛
盾
し
て
い
た

と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
當
然
こ
の

分
は
原
『
麒
麟
閣
』
以
外
の
作
品
に
由
來
す

る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

　

幸
い
、
こ
の
點
は
『
曲
海
總
目
提
要
』
か
ら
朙
ら
か
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
同
書
卷
三
十
に
『
鬧

燈
』
と
い
う
傳
奇
が

錄
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
紹
介

文
の
歬
半
は
大
略
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
『
麒
麟
閣
』
が
秦
瓊
を
主
と
す
る
の
に
對
し
、『
鬧

燈
』
は
羅
成
を
主
と

す
る
。
羅
成
は
幽
州
の
大
將
羅

の
子
で
、
秦
瓊
は
從
兄
に
あ
た
り
、
群
盜

王
伯
當
・
程
咬
金
・
李
如
珪
・
齊
國
遠
と
交
わ
り
を
結
ん
で
い
た
。
秦
瓊
は

濟
南
の
大
將
の
配
下
に
お
り
、
楊
素
に
贈
り
物
を
屆
け
る
こ
と
に
な
る
。
文

書
に
は
「
一
人
」
と
あ
っ
た
の
だ
が
、
ち
ょ
う
ど
秦
瓊
を
訪
ね
た
羅
成
た
ち

が
、
一
緖
に
長
安
に
燈

見
物
に
行
き
た
い
と
考
え
て
、「
一
」
を
「
六
」

に
書
き
換
え
た
。
や
む
な
く
同
行
を
許
し
た
秦
瓊
が
、
長
安
で
李
靖
に
贈
り

物
を
屆
け
る
と
、
李
靖
は
書
き
換
え
を
見
破
り
、
問
題
が
起
き
た
ら
自
分
の

庭
園
に
隱
れ
る
よ
う

め
る
。
元
宵
の
夜
、
宇
文
化
及
の
子

太
歲
が
王

婉
兒
を
さ
ら
う
。
婉
兒
の
母
の
訴
え
を
聞
い
た
羅
成
た
ち
は
、
太
歲
を
殺
し

て
婉
兒
を
母
に
﨤
し
、
李
靖
の
庭
園
に
迯
れ
て
地
下
室
に
隱
れ
る
。

　

文
書
の
數
字
を
書
き
換
え
る
こ
と
、
王
婉
兒
を
救
出
す
る
こ
と
、
李
靖
の
庭
園

に
迯
れ
る
こ
と
、
い
ず
れ
も
小
說
と
は

な
り
、
現
『
麒
麟
閣
』
と
は
ほ
ぼ
完
全

記
錄
は
あ
る
が
、
そ
の
內
容
は
必
ず
し
も
『
麒
麟
閣
』
と
一
致
し
な
い
）、
そ
の
重
要
性

は
『
鼎
峙
春
秋
』
に
較
べ
て
格
段
に
低
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
從
っ
て
、
制

作
の
し
か
た
も
多
分
に
杜
撰
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

つ
ま
り
、
現
存
す
る
『
麒
麟
閣
』
は
李
玉
の
『
麒
麟
閣
』
と
イ
コ
ー
ル
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
も
と
よ
り
無
關
係
で
も
な
く
、
お
そ
ら
く
現

存
す
る
『
麒
麟
閣
』
は
、
李
玉
の
『
麒
麟
閣
』
に
他
の
作
品
を
付
け
加
え
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
連
臺
戲
と
し
て
の
體
裁
を
整
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
で
は
、
李
玉

が
書
い
た
本
來
の
『
麒
麟
閣
』
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以

下
、
本
來
の
『
麒
麟
閣
』
の
姿
を
あ
る
程
度
復
元
す
る
と
と
も
に
、
現
存
す
る

『
麒
麟
閣
』（
以
下
現
『
麒
麟
閣
』
と
呼
ぶ
）
の
制
作
過
程
を
割
り
出
す
こ
と
を
試
み

て
み
た
い
。

　

こ
こ
で
參
考
に
な
る
の
は
、
冐
頭
で
あ
げ
た
『
曲
海
總
目
提
要
』
の
記
事
で

あ
る
。『
曲
海
總
目
提
要
』
の
本
文
が
い
つ
成
立
し
た
も
の
か
は
定
か
で
は
な
い

が
、
乾
隆
以
歬
、
あ
る
い
は
康
煕
に
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
も
あ
り
、
と
り
あ
え
ず

こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
『
麒
麟
閣
』
は
李
玉
の
原
作
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
で

あ
ろ
う
（
以
下
李
玉
の
『
麒
麟
閣
』
を
原
『
麒
麟
閣
』
と
呼
ぶ
）。
そ
こ
に
は
、
秦
叔

寶
・
羅

夫
妻
・
羅
成
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
點
か
ら
考
え
れ
ば
、

現
『
麒
麟
閣
』
の
第
一
本
卷
上
は
、
基
本
的
に
李
玉
の
原
作
に
基
づ
い
て
い
る
可

能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。
事
實
、
こ
の

分
に
つ
い
て
は
、
話
に
大
き
な
飛
躍
や

矛
盾
は
な
い
。
お
そ
ら
く
カ
ッ
ト
や
改
編
も
あ
ま
り
施
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
ろ

う
。

　

で
は
、
第
一
本
の
卷
下
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
秦
叔
寶
が
歸
鄕
す
る
１

下
−３
ま
で
の
三
齣
は
、
李
玉
原
作
の
續
き
と
見
て
よ
い
。
１
下
−４
・
５
の
誕

生
祝
い
の
く
だ
り
も
續
き
か
と
思
わ
れ
る
が
、
ト
書
き
で
そ
れ
ま
で
「
張
璧
」
と

し
て
い
た
も
の
が
「
張
公
瑾
」
に
變
わ
る
こ
と
、
單
雄
信
が
程
咬
金
に
つ
い
て
程



『
麒
麟
閣
』
に
つ
い
て

一
四
三

き
出
し
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
よ
う
に
は
見
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
朙
確
に

否
定
す
る
事
實
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　

第
一
に
、『
綴
白
裘
』
の
「
三
擋
」
の
歬
に
は
、
現
『
麒
麟
閣
』
に
は
な
い
楊

林
ら
に
よ
る
セ
リ
フ
の
や
り
と
り
が
存
在
す
る
。
無
論
、
折
子
戲
と
し
て
上
演
す

る
た
め
、
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
新
た
な
場
面
を
付
け
加
え
た
と
い
う
こ
と
も
あ

り
え
な
く
は
な
い
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
連
臺
戲
に
仕
立
て
る
に
當
た
っ

て
、
長
す
ぎ
る

分
を
カ
ッ
ト
し
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
以
上
に
、『
綴
白
裘
』
が
基
づ
い
た
も
の
が
現
『
麒
麟
閣
』
で
は
な
い
こ

と
を
示
す
朙
證
が
あ
る
。
實
は
『
綴
白
裘
』
第
七
集
に
『
麒
麟
閣
』
と
題
し
て

め
ら
れ
て
い
る
の
は
「
激
秦
」
と
「
三
擋
」
だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
歬
に
「
反

牢
」
と
い
う
一
段
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
は
大
反
山
東
の
發
端
、
つ
ま
り

程
咬
金
と
尤
俊
逹
が
牢
を
破
る
場
面
で
、
牢
番
の
柳
周
成
（
小
說
の
柳
周
臣
）
が

程
咬
金
ら
と
氣
脉
を
通
じ
て
、
付
（
副
淨
の
略
。
衟
化
役
）
の
演
じ
る
典
獄
を
醉
わ

せ
て
お
い
て
破
獄
す
る
と
い
う
展
開
だ
が
、
內
容
は
付
が
俗
曲
で
あ
る
姑
娘
腔
を

唱
う
や
や
下
品
な
笑
劇
的
場
面
を
主
と
し
て
お
り
、
宮
廷
演
劇
に
ふ
さ
わ
し
く
な

い
た
め
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る（
（（
（

。
現
『
麒
麟
閣
』
に
は
な
い
こ
の

場
面
が

錄
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、『
綴
白
裘
』
が
現
『
麒
麟
閣
』
で
は
な
く
原

『
麒
麟
閣
』
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
テ
キ
ス
ト
に
依
據
し
て
い
る
こ
と
の
證
左
で

あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
１
下
−11
か
ら
第
一
本
の
末
尾
ま
で
は
、
原
『
麒
麟
閣
』
に

依
據
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
大
反
山
東
に
李
密
が
參
加
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、『
綴
白
裘
』
の
「
激
秦
」
に
も
見
え
る
の
で
あ
る
（
羅
士
信
の
こ
と

は
出
な
い
）。

　

で
は
、
第
二
本
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
歬
述
の
通
り
、
２
上
−２
・
３
に
お
け

る
李
密
か
ら
瓦
崗
寨
へ
の
依
賴
と
い
う
設
定
は
、
１
下
−10
に
お
い
て
秦
叔
寶
・

程
咬
金
ら
が
李
密
の
も
と
に
投
じ
る
こ
と
と
矛
盾
す
る
。
更
に
い
え
ば
、
大
反
山

に
一
致
す
る
。
メ
ン
バ
ー
は
、
現
『
麒
麟
閣
』
で
は
王
伯
當
・
李
如
珪
の
代
わ
り

に
尤
俊
逹
が
入
っ
て
い
る
が
、
羅
成
・
程
咬
金
と
い
う
最
も
重
要
な
人
物
に
つ
い

て
は
、
や
は
り
小
說
と
は

な
り
、
現
『
麒
麟
閣
』
と
は
合
致
し
て
い
る
。
王
伯

當
は
現
『
麒
麟
閣
』
で
は
登
場
す
る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
見
せ
場
が
な
く
、
李
如
珪

は
尉
遲

德
に
敗
れ
る
武
將
の
一
人
と
し
て
名
が
出
る
程
度
な
の
で
、
登
場
人
物

の
や
り
く
り
と
い
う
至
っ
て
技
術
的
な
理
由
か
ら
、
他
の

分
で
重
要
な
役
割
を

果
た
す
尤
俊
逹
に
差
し
替
え
た
可
能
性
が
高
か
ろ
う
。

　

以
上
の
諸
點
か
ら
考
え
て
、
こ
の

分
は
原
『
麒
麟
閣
』
で
は
な
く
、『
鬧

燈
』
の
長
安
行
き
の

分
（
全

で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
）
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
插

入
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
る
と
、
１
下
−10
で
秦
叔
寶
た
ち
が
李
密
の
も

と
に
身
を
投
じ
る
と
い
う
展
開
も
、『
曲
海
總
目
提
要
』
に
は
朙
記
さ
れ
て
い
な

い
も
の
の
、『
鬧

燈
』
の
設
定
を
引
き
継
い
で
い
る
可
能
性
が
高
い
も
の
と
思

わ
れ
る
。
な
お
、『
鬧

燈
』
の
作
者
は
不
朙
で
あ
り
、
成
立
年
代
も
わ
か
ら
な

い
。

　

１
下
−11
か
ら
、
話
は
一
轉
し
て
秦
叔
寶
が
楊
林
配
下
に
入
る
こ
と
、
程
咬

金
・
尤
俊
逹
が
楊
林
に
捕
ら
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
反
山
東
・
三
擋
楊
林
と
い

う
展
開
に
な
り
、
第
一
本
の
終
わ
り
に
至
る
。
こ
の

分
に
つ
い
て
は
、
基
本

的
に
原
『
麒
麟
閣
』
に
基
づ
く
も
の
と
見
て
よ
い
理
由
が
あ
る
。
１
下
−14
・
15

が
、『
麒
麟
閣
』
と
題
し
て
『
綴
白
裘
』
に

錄
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
綴
白
裘
』
は
、
乾
隆
年
閒
に
逐
次
刊
行
さ
れ
た
散
齣
集
で
あ
る
。
そ
の
第
七

集
（
乾
隆
三
十
六
年
〔
一
七
七
一
〕
刊
）
に
、『
麒
麟
閣
』
と
い
う
く
く
り
の
も
と

に
、
１
下
−14
「
姬
洩
」
が
「
激
秦
」
と
い
う
題
で
、
１
下
−15
「
三
擋
」
は
そ

の
ま
ま
の
題
名
で

錄
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
兩
者
に
は
細
か
い

同
が
あ
る

も
の
の
、
本
文
は
槪
ね
同
じ
と
言
っ
て
よ
い
。
無
論
現
『
麒
麟
閣
』
の
成
立
時
朞

が
不
朙
で
あ
る
以
上
、『
綴
白
裘
』
が
現
『
麒
麟
閣
』
か
ら
こ
れ
ら
の
場
面
を
拔



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
五
集

一
四
四

奇
に
多
く
見
ら
れ
る
才
子
佳
人
小
說
風
の
結
末
に
終
わ
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
大
ま
か
に
は
現
『
麒
麟
閣
』
と
似
て
い
る
が
、
肝
心
の
「
倒
銅
旗
」

が
な
い
こ
と
、
公
主
の
名
が
靖
璇
飛
で
は
な
い
こ
と
な
ど
重
要
な

分
で

な

る
。
と
い
う
こ
と
は
、『
鬧

燈
』
と
同
系

に
屬
す
る
別
の
も
の
に
基
づ
い
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
何
か
。

　

同
じ
『
曲
海
總
目
提
要
』
卷
三
十
に
は
、
そ
の
名
も
『
倒
銅
旗
』
と
い
う
傳
奇

が

錄
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。
同
書
に
よ
れ
ば
、
そ
の
あ
ら
す
じ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で

あ
る
。

　

秦
瓊
と
程
知
節
は
王
世

の
配
下
と
し
て
泗
水
關
を
攻
め
る
。
楊
琳
は
八

門
金
鎻
陣
を
布
き
、
中
に
銅
旗
を
立
て
、
東
方
旺
に
そ
れ
を
守
ら
せ
る
と
と

も
に
、
羅

に
救
援
を
求
め
る
。
羅

は
羅
成
を
派
遣
す
る
が
、
羅
成
は
逆

に
秦
瓊
を
助
け
て
東
方
旺
を
殺
し
、
銅
旗
を
倒
す
。
羅

は
羅
成
を
斬
ろ
う

と
す
る
が
、
妻
と
諸
將
が
と
り
な
す
の
で
、
竿
に
縛
り
付
け
て
射
殺
す
る
こ

と
に
す
る
。
以
歬
羅
成
に
救
わ
れ
た
王
婉
兒
母
子
は
、
ち
ょ
う
ど
楊
琳
に
呼

ば
れ
て
救
援
に
來
た
飛
刀
使
い
の
沙
陀
國
公
主
靜
璇
妃
に
哀
願
し
て
羅
成
を

救
っ
て
も
ら
う
。
楊
琳
は
武
擧
を
開
き
、
自
身
と
宇
文
化
及
が
試
驗
官
に
な

る
。
羅
成
は
錢
に
射
當
て
て
狀
元
に
、
程
知
節
は
鐵
の

を
持
ち
上
げ
て

眼
に
な
り
、
秦
瓊
は
探

を
ね
ら
っ
て
楊
琳
の

將
左
杰
を
倒
す
。
怒
っ
た

楊
琳
を
羅
成
が

馬
槍
の
技
で
刺
す
。
靜
璇
妃
が
守
る
千
斤
閘
（
重
さ
千
斤

の
扉
）
も
羅
成
の
賴
み
で
開
か
れ
、
秦
瓊
が
扉
を
支
え
る
閒
に
皆
は
脫
出
し
、

李
元
霸
が
追
っ
手
を
退
け
る
。
唐
建
國
後
、
李
靖
の
上
奏
を
受
け
、
敕
命
で

羅
成
は
歸
鄕
の
上
靜
璇
妃
と
結
婚
、
王
婉
兒
は
第
二
夫
人
と
な
り
、
羅

は

靖
邊
侯
に
封
じ
ら
れ
る
。

　

ほ
と
ん
ど
現
『
麒
麟
閣
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
合
致
し
て
い
る
こ
と
は
朙
ら
か
で

あ
ろ
う
。
楊
琳
は
楊
林
、
靜
璇
妃
は
靖
璇
飛
の
こ
と
に
違
い
な
い
。
違
う
の
は
秦

東
に
李
密
が
加
わ
っ
て
い
た
と
い
う
原
『
麒
麟
閣
』
と
も
や
は
り
矛
盾
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の

分
は
原
『
麒
麟
閣
』
で
は
あ
り
え
な
い
。
一
方
、

２
上
−５
に
お
い
て
は
、
秦
叔
寶
は
李

師
（
李
靖
）
に
救
わ
れ
て
兄
弟
た
ち
と

李
密
の
も
と
に
投
じ
た
と
言
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
逆
に
す
ぐ
歬
の
２
上
−２
・
３

と
は
完
全
に
矛
盾
す
る
一
方
で
、
１
下
−10
と
は
完
全
に
一
致
す
る
。
つ
ま
り
、

１
下
−６
～
10
の
『
鬧

燈
』
由
來
の

分
と
２
上
−５
は
合
致
し
て
お
り
、
１

下
−11
～
15
（
そ
れ
に
お
そ
ら
く
は
２
上
−１
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
）
の
原
『
麒
麟
閣
』

由
來
の

分
は
そ
れ
と
は
設
定
を

に
す
る
。
そ
し
て
、
２
上
−２
・
３
は
そ
の

い
ず
れ
と
も
完
全
に
は
合
致
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

で
は
、
２
上
−２
・
３
は
何
な
の
か
。
考
え
う
る
唯
一
の
說
朙
は
、
つ
じ
つ
ま

合
わ
せ
で
あ
ろ
う
。
第
一
本
の
最
後
の

分
と
２
上
−１
で
、
秦
叔
寶
は
朙
ら
か

に
瓦
崗
寨
に
所
屬
し
、
混
世
魔
王
程
咬
金
を
主
と
仰
い
で
い
る
。
そ
の
秦
叔
寶

が
、
銅
旗
陣
で
は
李
密
配
下
と
し
て
登
場
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
李
密
が

秦
叔
寶
を
借
り
る
と
い
う
强
引
な
設
定
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
細

ま
で
修
正
す
る
よ
う
な
丁
寧
な
こ
と
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
朙
ら
か
な
矛

盾
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
れ
は
、
現
『
麒
麟
閣
』
の
制
作
が

か
な
り
杜
撰
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
２
上
４
～
１
３
の
「
倒
銅
旗
」
の
物
語
も
や
は
り
『
鬧

燈
』
に

基
づ
く
の
か
。
實
は
そ
う
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
先
に
引
い
た
『
曲
海
總
目
提

要
』
の
『
鬧

燈
』
の
項
に
よ
れ
ば
、
元
宵
の
事
件
の
後
、
話
は
楊
陵
（
楊
林
の

こ
と
で
あ
ろ
う
）
が
武
擧
を
開
い
て
程
咬
金
・
秦
瓊
・
羅
成
を
殺
そ
う
と
す
る
こ

と
に
移
り
、
三
人
が
切
り
拔
け
た
後
、
羅

は
こ
の
こ
と
に
怒
っ
て
羅
成
を
射
殺

し
よ
う
と
す
る
が
、
隋
を
救
援
に
來
た

公
主
が
金
鐃
で
矢
を
防
い
で
救
い
出

す
。
羅
成
は
秦
瓊
ら
と
と
も
に
唐
の
李
靖
の
も
と
に
身
を
投
じ
、
羅
成
は
金
鐃
公

主
を
降
し
て
、
王
婉
兒
と
金
鐃
公
主
を
と
も
に
娶
っ
て
夫
人
と
す
る
と
い
う
、
傳



『
麒
麟
閣
』
に
つ
い
て

一
四
五

え
な
い
。

公
主
は
、
本
來
一
般
名
詞
で
あ
る
「

公
子
」
が
宇
文
成
德
に

對
し
て
固
㊒
名
詞
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
と
同

、
靖
璇
飛
の
別
名
と
考

え
ら
れ
よ
う
。
羅
成
が
父
に
處
刑
さ
れ
そ
う
に
な
る
の
が
『
鬧

燈
』
で
は
揚
州

武
擧
の
結
果
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
長
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
「
倒
銅
旗
」
の

分
を
カ
ッ
ト
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、『
鬧

燈
』
に
從
え
ば
秦
叔
寶
・

程
咬
金
ら
は
李
密
の
も
と
に
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
秦
叔
寶
が
王
世

配
下
と

い
う
の
は
、
後
に
尉
遲

德
に
對
抗
す
る
た
め
、
徐

公
が
王
世

に
身
を
寄
せ

て
い
た
秦
叔
寶
を
迎
え
に
行
く
設
定
と
は
合
致
す
る
が
、
秦
叔
寶
が
王
世

の
た

め
に
戰
う
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
事
例
は
な
い
。『
曲
海
總
目
提
要
』
の
誤

り
か
、
あ
る
い
は
こ
こ
で
更
に
王
世

配
下
と
い
う
設
定
ま
で
盛
り
込
む
と

拾

が
つ
か
な
く
な
る
と
考
え
た
現
『
麒
麟
閣
』
編
集
者
の
改
變
に
由
來
す
る
も
の
か

も
し
れ
な
い
。
揚
州
武
擧
の
歬
に
當
た
る
２
上
−10
で
は
、
李
世
民
・
李
元
霸
の

兄
弟
は
王
世

を
討
ち
に
行
く
と
稱
し
て
登
場
し
て
お
り
、
秦
叔
寶
た
ち
が
王
世

配
下
と
す
る
と
、
か
な
り
話
に
無
理
が
生
じ
て
く
る
。
そ
の
點
か
ら
考
え
れ

ば
、『
曲
海
總
目
提
要
』
の
誤
り
で
あ
る
可
能
性
の
方
が
高
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

揚
州
武
擧
の
場
面
に
も
混
亂
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
登
場
す
る
秦
叔
寶
は
、
再

び
混
世
魔
王
程
咬
金
配
下
と
稱
し
、
そ
の
後
に
混
世
魔
王
と
し
て
の
程
咬
金
が
自

ら
登
場
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
あ
る
い
は
原
『
麒
麟
閣
』
に
依
據
す
る

分

と
つ
じ
つ
ま
を
合
わ
せ
る
た
め
に
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
確

か
な
こ
と
は
言
え
な
い
。

　

續
く
第
二
本
卷
下
は
一
變
し
て
尉
遲

德
の
物
語
に
な
る
。
も
と
よ
り
尉
遲

德
が
秦
叔
寶
の
好

手
で
あ
る
以
上
、
秦
叔
寶
を
主
役
と
す
る
『
麒
麟
閣
』
に
尉

遲

德
を
主
役
と
す
る
場
面
が
あ
っ
て
も
よ
い
わ
け
で
は
あ
る
が
、
延
々
と
尉
遲

德
の
物
語
だ
け
が
續
く
の
は
不
自
然
で
あ
ろ
う
。
と
は
い
え
、
原
『
麒
麟
閣
』

に
も
尉
遲

德
を
主
役
と
す
る
場
面
が
存
在
し
た
こ
と
は
閒
違
い
な
い
。『
綴
白

叔
寶
・
程
咬
金
が
王
世

の
配
下
と
な
っ
て
い
る
こ
と
と
、
靜
璇
妃
（
靖
璇
飛
）

が
飛
鐃
で
は
な
く
飛
刀
使
い
と
な
っ
て
い
る
こ
と
程
度
で
あ
る
。
更
に
、
續
く
揚

州
武
擧
の
く
だ
り
に
つ
い
て
も
、『
鬧

燈
』
で
は
な
く
『
倒
銅
旗
』
の
方
が
現

『
麒
麟
閣
』
と
一
致
す
る
こ
と
は
朙
ら
か
で
あ
る
。
特
に
、
羅
成
・
程
咬
金
・
秦

叔
寶
が
狀
元
・

眼
・
探

（
秦
叔
寶
が
探

を
手
に
す
る
歬
に
戰
い
に
な
っ
て
し
ま

う
が
）
に
な
る
事
情
が
完
全
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
は
、
現
『
麒
麟
閣
』
が
『
倒

銅
旗
』
に
基
づ
い
て
い
る
朙
證
と
い
え
よ
う
。

　

と
す
れ
ば
、
靖
璇
飛
・
王
婉
兒
と
羅
成
の
話
が
現
『
麒
麟
閣
』
で
は
尻
切
れ
ト

ン
ボ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
說
朙
が
つ
く
。
思
わ
せ
ぶ
り
に
登
場
し
た
二
人
は
、

當
然
羅
成
と
結
ば
れ
ね
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
が
、
現
『
麒
麟
閣
』
に
は
そ
の

よ
う
な
場
面
は
な
く
、
そ
も
そ
も
羅
成
自
體
が
第
二
本
卷
下
に
な
る
と
登
場
し
な

く
な
っ
て
し
ま
う
。
李
玉
の
よ
う
に
伏
線
を
巧
妙
に
用
い
る
作
家
が
こ
の
よ
う
な

こ
と
を
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
『
倒
銅
旗
』
の
最
後
の

分
を
切
り

と
し
て
插
入
し
た
こ
と
に
由
來
す
る
も
の
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に

伏
線
が
生
き
ず
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
う
事
例
は
『
鼎
峙
春
秋
』
に
も
認
め

ら
れ
る
も
の
で
あ
り（
（（
（

、
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
制
作
さ
れ
る
淸
朝

宮
廷
大
戲
に
お
い
て
は
一
般
的
な
現
象
と
い
っ
て
よ
い
。

　

そ
し
て
、『
倒
銅
旗
』
は
『
曲
海
總
目
提
要
』
に
よ
れ
ば
「
近
時
人
作
」
で
あ

る
。
歬
述
の
通
り
、
こ
の
記
述
の
時
朞
は
確
定
で
き
な
い
が
、
淸
朝
中
朞
、
乾
隆

年
閒
あ
た
り
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
現
『
麒
麟
閣
』
で
も
こ
の

分
は
成
立
が
新
し
い
こ
と
に
な
る
。

　

で
は
、『
倒
銅
旗
』
で
は
王
世

配
下
と
な
っ
て
い
る
は
ず
の
秦
叔
寶
が
、
現

『
麒
麟
閣
』
の

當
箇
所
で
は
な
ぜ
初
め
は
混
世
魔
王
程
咬
金
配
下
、
後
で
は
李

密
配
下
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。『
鬧

燈
』
と
『
倒
銅
旗
』
は
、
一

の
人
名
と
設
定
こ
そ

な
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
同
一
の
話
と
い
っ
て
差
し
支
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い
る
『
投
唐
記
』
か
も
し
れ
な
い
。
梗
槪
に
よ
れ
ば
、
こ
の
劇
は
ほ
ぼ
『
大
唐
秦

王
詞
話
』
の
內
容
と
合
致
す
る
よ
う
で
あ
り
、
現
『
麒
麟
閣
』
に
お
け
る
尉
遲

德
の
履
歷
が
ほ
ぼ
『
大
唐
秦
王
詞
話
』
と
同
じ
で
あ
る
點
か
ら
考
え
て
、
そ
の
可

能
性
は
高
そ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
尉
遲

德
の
履
歷
自
體
は
よ
く
知
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
だ
け
に
、
斷
言
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
第
二
本
卷
下
は
基
本
的

に
他
の
傳
奇
（『
投
唐
記
』
？
）
に
基
づ
い
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、

歬
述
の
通
り
、
徐

公
が
王
世

の
も
と
に
い
る
秦
叔
寶
を
招
く
場
面
（
２
下
−

11
）
と
秦
叔
寶
と
尉
遲

德
が
戰
う
場
面
（
２
下
−12
）
は
秦
叔
寶
を
主
役
と
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
場
面
は
原
『
麒
麟
閣
』
に
よ
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ

う
。
そ
し
て
、
２
下
−12
末
尾
で
秦
叔
寶
は
羅

の
も
と
に
赴
く
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
原
『
麒
麟
閣
』
で
は
こ
の
後
羅

夫
婦
と
再
會
す
る
場
面
が
あ
っ
た
可
能

性
が
あ
る
。
一
方
、
２
下
−13
で
歬
半
の
準
主
役
で
あ
っ
た
單
雄
信
が
登
場
す
る

も
の
の
、

役
と
し
て
終
始
し
て
あ
っ
さ
り
殺
さ
れ
て
し
ま
う
の
は
、
少
し
歬
の

原
『
麒
麟
閣
』
由
來
か
と
思
わ
れ
る
２
下
−11
に
お
い
て
、
單
雄
信
が
第
一
本
同

の
友
情
に
厚
い
人
物
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
や
は
り
こ

の

分
が
原
『
麒
麟
閣
』
と
は
性
格
を

に
す
る
物
語
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を

示
唆
す
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

四

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
現
『
麒
麟
閣
』
は
李
玉
の
原
作
と
は
別
の
も
の
と
言

っ
て
よ
い
。
正
確
に
言
え
ば
、
李
玉
の
『
麒
麟
閣
』
を
ベ
ー
ス
に
、
他
の
傳
奇
を

付
け
足
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
內
容
の
み
な
ら

ず
、
形
式
か
ら
も
見
て
取
れ
る
。

　

傳
奇
に
お
い
て
は
、
各
齣
の
末
尾
に
通
常
四
句
、
場
合
に
よ
っ
て
は
二
句
の
詩

句
が
置
か
れ
、
そ
れ
を
登
場
人
物
が
一
般
的
に
は
交
互
に
唱
え
る
の
が
定
例
で
あ

裘
』
六
集
（
乾
隆
三
十
五
年
〔
一
七
七
〇
〕
序
）
に
「
麒
麟
閣
」
と
題
し
て
「
揚
兵
」

と
い
う
尉
遲

德
の
一
人
舞
臺
の
短
い
一
段
が

錄
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
現

『
麒
麟
閣
』
２
下
−22
「
揚
兵
」
と
ほ
ぼ
同
一
の
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、

原
『
麒
麟
閣
』
で
も
尉
遲

德
の
物
語
は
演
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

實
は
、『
綴
白
裘
』
に
「
揚
兵
」
が

錄
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
實
こ
そ
が
、

原
『
麒
麟
閣
』
に
は
尉
遲

德
の
長
い
物
語
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
の
で
あ
る
。「
揚
兵
」
に
お
い
て
、
尉
遲

德
は
登
場
す
る
な
り
、「
自
家
覆

姓
尉
遲
名
恭
、
字

德
、
乃

州
善
陽
人
也
。
力
擒
虎
豹
、
氣
吐
虹
霓
…
…
」
と

自
己
紹
介
を
始
め
（
こ
の

分
は
『
綴
白
裘
』・
現
『
麒
麟
閣
』
と
も
同
文
）、
續
い
て

こ
れ
ま
で
の
戰
い
の

子
を
說
朙
し
、
勈
ま
し
い
內
容
の
【
甘
州
歌
】（
現
『
麒
麟

閣
』
で
は
【
八
聲
甘
州
】）
を
唱
う
と
、
た
ち
ま
ち
退
場
し
て
し
ま
う
。
こ
こ
で
唱

わ
れ
て
い
る
內
容
は
、
現
『
麒
麟
閣
』
に
お
い
て
は
こ
こ
ま
で
の
場
面
で
演
じ
ら

れ
て
き
た
も
の
ば
か
り
で
あ
り
、
か
な
り
歬
か
ら
ず
っ
と
主
役
を
務
め
て
い
る
人

物
が
突
然
自
己
紹
介
を
す
る
の
も
不
自
然
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
現
『
麒
麟
閣
』

に
お
け
る
こ
の
場
面
は
浮
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

傳
奇
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
短
い
場
面
は
通
常
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
で
な
い
人

物
、
た
と
え
ば
戰
い
の

役
な
ど
を
紹
介
す
る
だ
け
の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
原
『
麒
麟
閣
』
に
お
い
て
は
、
こ
の
場
面
は
尉
遲

德
を
新
た

な
登
場
人
物
と
し
て
紹
介
す
る
た
め
に
置
か
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な

い
。
現
『
麒
麟
閣
』
で
は
、
原
型
に
存
在
す
る
場
面
を

用
し
よ
う
と
し
て
そ
れ

を
導
入
し
た
た
め
に
不
自
然
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
從
っ
て
、
２
下

−22
以
外
の
尉
遲

德
の
物
語
は
、
原
『
麒
麟
閣
』
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
可
能

性
が
高
い
こ
と
に
な
る
。

　

で
は
、
こ
の

分
は
何
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は

推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
や
は
り
『
曲
海
總
目
提
要
』
卷
三
十
七
に

錄
さ
れ
て



『
麒
麟
閣
』
に
つ
い
て

一
四
七

り
合
っ
て
歸
っ
て
く
る
物
語
が
演
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
に
は
秦

母
の
誕
生
祝
い
が
續
い
て
い
た
可
能
性
が
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
が
定
か
で
は
な

い
。
た
だ
、
現
『
麒
麟
閣
』
に
は
存
在
し
な
い
程
咬
金
・
尤
俊
逹
が
長

林
で
楊

林
の
財
寶
を
强
奪
す
る
場
面
は
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
を
受
け
て
、
現
『
麒

麟
閣
』
１
下
−11
以
下
の
、
秦
叔
寶
が
楊
林
の
太
保
と
な
り
、
程
・
尤
が
捕
ら
え

ら
れ
、
大
反
山
東
へ
と
つ
な
が
る
物
語
が
續
い
た
で
あ
ろ
う
。『
說
唐
』
に
見
ら

れ
る
楊
林
が
秦
叔
寶
の
父
の
仇
と
い
う
設
定
の
㊒
無
は
不
朙
で
あ
る
。
大
反
山
東

に
は
、
李
密
、
そ
れ
に
お
そ
ら
く
は
羅
成
も
參
加
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後

が
、
混
世
魔
王
程
咬
金
を
王
と
す
る
瓦
崗
寨
の
話
だ
っ
た
か
、
そ
れ
と
も
李
密
を

主
と
す
る
金
鏞
城
の
話
だ
っ
た
か
は
不
朙
だ
が
、
李
玉
の
作
品
の
通
常
の
長
さ
か

ら
考
え
て
、
こ
こ
ま
で
で
す
で
に
二
十
齣
程
度
に
逹
し
て
い
る
以
上
、
そ
の

分

が
詳
し
く
演
じ
ら
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
お
そ
ら
く
、
す
ぐ
に
話
が
飛
ん
で
尉

遲

徳
の
登
場
、
徐

公
に
よ
る
秦
叔
寶
の
招
聘
、
尉
遲

徳
を
降
し
て
、
秦
氏

一
家
が
團
圓
し
、
皇
帝
か
ら
褒
賞
を
受
け
る
と
い
う
結
末
で
終
わ
っ
て
い
た
可
能

性
が
高
い
。

　

こ
の
推
定
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
秦
叔
寶
物
語
の
歬
半
は
確
か
に
李
玉
『
麒
麟

閣
』
の
內
容
と
合
致
す
る
と
い
っ
て
よ
い
が
、
そ
の
後
の
鬧

燈
・
倒
銅
旗
・
揚

州
武
擧
な
ど
の
物
語
は
お
そ
ら
く
原
『
麒
麟
閣
』
に
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
に
な
る
。
こ
の
う
ち
、
鬧

燈
は
『
隋
史
』
に
も
見
え
る
以
上
、
朙
末
に
は
存

在
し
た
こ
と
は
閒
違
い
な
い
が
、
そ
の
他
の

分
に
つ
い
て
は
、
朙
末
淸
初
に
存

在
し
た
と
斷
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
從
っ
て
、
以
歬
に
筆
者
が
論
じ
た
よ
う

に
、『
說
唐
』
は
刊
行
年
代
こ
そ
遲
れ
る
も
の
の
、『
隋
史
』『
隋
唐
演
義
』
の
も

と
に
な
っ
た
物
語
を
保
存
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
範
圍
に
つ
い
て

は
、
と
り
あ
え
ず
確
定
し
う
る
の
は
大
反
山
東
あ
た
り
ま
で
と
考
え
ざ
る
を
な

い
。
そ
の
後
の
倒
銅
旗
や
揚
州
武
擧
の
物
語
に
つ
い
て
は
乾
隆
頃
に
は
存
在
し
た

る
。
と
こ
ろ
が
現
『
麒
麟
閣
』
を
見
る
と
、
こ
の
詩
句
が
な
い
齣
の
方
が
む
し
ろ

多
い
。
そ
し
て
、
詩
句
が
存
在
す
る
齣
の
分
布
を
確
認
す
る
と
、
興
味
深
い
傾
向

が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
プ
ロ
ロ
ー
グ
以
外
は
す
べ
て
原
『
麒
麟
閣
』
由
來
と

思
わ
れ
る
第
一
本
卷
上
は
十
八
齣
中
十
一
と
、
詩
句
を
㊒
す
る
齣
の
方
が
多
く
、

プ
ロ
ロ
ー
グ
の
二
齣
（
と
も
に
詩
句
な
し
）
を
除
外
す
れ
ば
十
六
齣
中
十
一
と
な

る
。
卷
下
は
十
五
齣
中
五
齣
に
過
ぎ
な
い
が
、
原
『
麒
麟
閣
』
由
來
と
推
定
さ
れ

る
八
齣
に
限
っ
て
い
え
ば
そ
の
う
ち
四
齣
と
な
る
。
ほ
と
ん
ど
原
『
麒
麟
閣
』
と

は
無
關
係
と
思
わ
れ
る
第
二
本
卷
上
で
は
、
詩
句
を
㊒
す
る
の
は
十
三
齣
中
一
齣

に
過
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
卷
下
で
は
十
五
齣
中
二
齣
、
い
ず
れ
も
原
『
麒
麟
閣
』

由
來
か
と
推
定
さ
れ
る
齣
で
あ
る
。

　

閒
違
い
な
く
李
玉
の
作
で
あ
り
、
原
型
通
り
の
テ
キ
ス
ト
を
傳
え
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
る
い
わ
ゆ
る
「
一
人
永
占
」、『
一
捧
☃
』『
人
獸
關
』『
永
團
圓
』『
占

魁
』
を
通
見
す
る
に
、
詩
を
伴
わ
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
家
門
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）

を
除
外
す
れ
ば
、
齣
末
の
詩
を
缺
く
の
は
全
百
十
二
齣
の
う
ち
二
十
三
齣
に
過
ぎ

な
い
。
し
か
も
そ
の
多
く
は
、
最
後
の
曲
が
複
數
の
人
物
に
よ
り
唱
わ
れ
る
と
い

う
詩
の
代
用
品
で
あ
る
場
合
や
、
登
場
人
物
が
一
人
し
か
い
な
い
時
、
あ
る
い
は

主
役
以
外
の
多
數
の
人
閒
が
一
度
に
退
場
し
て
い
く
場
面
な
ど
、
詩
を
用
い
る
必

要
が
な
い
、
あ
る
い
は
演
出
上
用
い
る
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
狀
況
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
李
玉
は
基
本
的
に
齣
末
に
は
詩
を
置
く
の
が
定
式
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
と

見
て
よ
い
。
そ
し
て
、
現
『
麒
麟
閣
』
に
お
い
て
詩
が
あ
る

分
は
、
ほ
と
ん
ど

原
『
麒
麟
閣
』
由
來
の

分
と
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
原
『
麒
麟
閣
』
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
第
一
本

上
卷
は
ほ
ぼ
原
『
麒
麟
閣
』
に
基
づ
い
て
お
り
、
內
容
に
も
矛
盾
や
飛
躍
が
あ

ま
り
な
い
點
か
ら
考
え
て
、
削
除
も
少
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
ま

ず
『
說
唐
』
や
『
隋
史
』
同

の
秦
叔
寶
が
幽
州
に
配

さ
れ
、
羅

一
家
と
知



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
五
集

一
四
八

興
唐
故
事
小
說
と
を
中
心
に
」（『
中
國
古
典
小
說
硏
究
』
第
一
號
〔
一
九
九
五
年
六

⺼
〕）・
氏
岡
眞
士
「
李
玉
の
傳
奇
と
朙
淸
小
說—

『
風
雲
會
』
の
周
邊
（『
人
文
科
學

論
集
（
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
學
科
編
〔
信
州
大
學
〕）』
三
十
三
〔
一
九
九
九

年
三
⺼
〕）。

（
3
）　

周
妙
中
『
淸
代
戲
曲
史
』（
中
州
古
籍
出
版
社
一
九
八
七
）
第
一

「
淸
朝
初
年

的
戲
曲
」「
李
玉
」
の
項
。

（
4
）　

㊟（
２
）所
引
の
千
田
論
文
。

（
5
）　

㊟（
１
）に
同
じ
。

（
6
）　

陳
古
虞
・
陳
多
・
馬
聖
貴
『
李
玉
戲
曲
集
』（
上
海
古
籍
書
店
二
〇
〇
四
）「
歬

言
」
な
ど
。

（
7
）　

小
松
謙
「
淸
朝
宮
廷
大
戲
『
鼎
峙
春
秋
』
に
つ
い
て—

淸
朝
宮
廷
に
お
け
る
三
國

志
劇
」（『
中
國
文
學
報
』
第
八
十
一
册
〔
二
〇
一
一
年
十
⺼
〕）。

（
8
）　

小
松
謙
「『
鼎
峙
春
秋
』
の
古
本
戲
曲
叢
刊
九
集
本
と
北
平
圖
書
館
本
の
關
係
に

つ
い
て
」（
未
發
表
。
磯

編
『
淸
朝
宮
廷
演
劇
文
化
の
硏
究
』
揭
載
予
定
）。

（
9
）　

王

編
『
淸
昇
平
署
志
略
』（
商
務
印
書
館
一
九
三
五
。
二
〇
〇
六
年
の
商
務

印
書
館
文
庫
本
に
よ
る
）
第
四

「
分
制
」。

（
10
）　

姑
娘
腔
は
山
東
の
民
閒
歌
謠
で
あ
り
、

州
の
李
玉
の
作
品
に
見
え
る
の
は
不
自

然
に
も
思
わ
れ
る
が
、
衟
化
役
で
あ
る
付
に
つ
い
て
は
ア
ド
リ
ブ
で
う
た
や
セ
リ
フ

を
入
れ
る
こ
と
を
認
め
る
の
が
常
で
あ
り
、
上
演
を
歬
提
と
し
た
李
玉
の
作
品
に
は

「
隨
意
…
…
介
」
と
い
う
ト
書
き
が
隨
所
に
見
え
る
。『
綴
白
裘
』
所

の
テ
キ
ス
ト

は
姑
娘
腔
を
用
い
た
上
演
用
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
あ
ろ
う
。

（
11
）　

吳
新
雷
主
編
『
中
國
昆
劇
大
辭
典
』（
南
京
大
學
出
版
社
二
〇
〇
二
）
に
「『
倒

銅
旗
』」
の
項
目
が
あ
り
、
李
玉
の
『
麒
麟
閣
』
が
長
す
ぎ
る
た
め
、
昆
曲
の

人

が
「
秦
瓊
拔
銅
旗
」
の
く
だ
り
を
拔
き
出
し
た
も
の
と
し
て
說
朙
し
、
昇
平
署

抄
本
に
「
拜
旗
」
か
ら
「
賺
關
」
ま
で
が
現
存
し
、
そ
れ
が
『
麒
麟
閣
』
第
二
本
上

第
一
出
か
ら
第
十
三
出
に

當
す
る
と
し
て
、
こ
れ
が
『
曲
海
總
目
提
要
』
に
見
え

と
言
え
る
程
度
で
あ
り
、
ま
し
て
、
そ
の
閒
に
置
か
れ
て
い
る
伍
雲
召
・
裴
元

慶
・
尙
師
徒
ら
の
物
語
の
成
立
時
朞
に
つ
い
て
は
、
不
朙
と
し
か
言
い
よ
う
が
な

い（
（（
（

。
更
に
言
え
ば
、『
隋
史
』
で
は
す
で
に
備
わ
っ
て
い
る
鬧

燈
の
物
語
に
し

て
も
、
羅
成
に
關
わ
る
才
子
佳
人
物
語
の
要
素
が
導
入
さ
れ
て
變
貌
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。『
隋
唐
演
義
』
で
羅
成
に
關
わ
る
全
く
別
の
才
子
佳
人
物
語
が
導
入

さ
れ
て
い
る
こ
と
と
も
あ
わ
せ
て
、

な
っ
た
類
型
の
物
語
が
導
入
さ
れ
て
生
じ

る
變
化
の
過
程
や
、
羅
士
信
と
の
關
わ
り
か
ら
羅
成
の
人
物
像
が
い
か
に
變
貌
し

て
い
く
か
な
ど
に
つ
い
て
も
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

白
話
文
學
作
品
は
、

能
の
場
や
商
業
出
版
と
密

な
關
わ
り
を
持
つ
た
め
、

時
と
し
て
思
い
も
か
け
な
い
變
貌
を
遂
げ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
う
し
た
狀
況
は
、

演
劇
作
品
に
の
み
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
白
話
小
說
も
し
ば
し
ば
類
似
し

た
複
雜
な
經
緯
を
た
ど
っ
て
變
化
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
演
劇
作
品
や

能
テ
キ

ス
ト
と
白
話
小
說
の
閒
に
も
、
複
雜
な
影
响
關
係
が
存
在
す
る
。
朙
代
以
降
、
出

版
業
の
介
在
や
文
字
㊮
料
の
增
加
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
物
語
生
成
の
場
が
、
生

の
姿
で
文
字
の
世
界
に
現
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ジ
ャ
ン
ル
に
と
ら
わ
れ
ず
精
密

に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
物
語
が
い
か
に
生
ま
れ
、
展
開
し
、
今
日
知
ら
れ
る

姿
と
な
っ
た
か
を
朙
ら
か
に
し
、
そ
こ
か
ら
物
語
と
は
何
か
を
解
朙
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

㊟
（
1
）　

小
松
謙
『
中
國
歷
史
小
說
硏
究
』（
汲
古
書
院
二
〇
〇
一
）
第
五

「『
唐
書
志

傳
』『
隋
唐
兩
朝
史
傳
』『
大
唐
秦
王
詞
話
』『
隋
史
遺
文
』『
隋
唐
演
義
』」（
初
出
は

「
隋
唐
を
め
ぐ
る
講
史
小
說
の
展
開
に
つ
い
て
」〔『
中
國
古
典
小
說
硏
究
』
第
一
號

（
一
九
九
五
年
六
⺼
）〕）。

（
2
）　

千
田
大
介
「
李
玉
の
歷
史
故
事
傳
奇
と
乾
隆
朞

雄
傳
奇
小
說
〜『
麒
麟
閣
』
と



『
麒
麟
閣
』
に
つ
い
て

一
四
九

る
も
の
と
同
じ
だ
と
す
る
。
し
か
し
、『
曲
海
總
目
提
要
』
は
程
咬
金
拜
旗
な
ど
に

は
ふ
れ
ず
、
秦
叔
寶
が
程
咬
金
配
下
で
李
密
に
貸
し
出
さ
れ
た
と
も
し
な
い
こ
と
、

本
論
で
論
じ
る
よ
う
に
、
こ
の

分
の
內
容
が
歬
後
と
大
き
く
矛
盾
し
て
い
る
こ

と
か
ら
考
え
て
、
や
は
り
『
倒
銅
旗
』
は
原
『
麒
麟
閣
』
に
は
な
か
っ
た
と
見
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
元
來
の
『
倒
銅
旗
』
に
は
な
か
っ
た
は
ず
の
「
拜
旗
」
な
ど
が
含
ま

れ
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
昇
平
署

抄
本
は
、
現
『
麒
麟
閣
』
か
ら
元
來
『
倒
銅

旗
』
に
含
ま
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う

分
を
中
心
に
拔
き
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
現
在
見
る
便
を
得
な
い
が
、
東
京
大
學
東
洋
文
化
硏

究
所
所

の
抄
本
（
黃
仕
忠
等
編
『
日
本
所

稀
見
中
國
戲
曲
文
獻
叢
刊
』〔
廣
西

師
範
大
學
出
版
社
二
〇
〇
六
〕
第
一
輯
第
三
册
所

）・
臺
灣
中
央
硏
究
院
傳
斯
年

圖
書
館
所

の
五
種
の
抄
本
（『
俗
文
學
叢
刊
』〔
新
文
豐
出
版
公
司
二
〇
〇
二
〕
第

一
輯
第
六
十
五
册
所

）・
首
都
圖
書
館
編
『
淸
車
王
府

曲
本
』（
學

出
版
社

二
〇
〇
一
）
十
三
所

の
抄
本
を
檢
討
し
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も
『
麒
麟
閣
』
２
上

−４
「
看
報
」
か
ら
２
上
−８
「
郊
壇
」
の
閒
の
み
（
多
く
は
２
上
−５
「
倒
旗
」

の
み
）
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
、
東
洋
文
化
硏
究
所
本
は
ほ
ぼ
『
麒
麟
閣
』
と
同
一
の

本
文
を
持
つ
が
、
他
は
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
程
度
本
文
が
變
化
し
て
お
り
、
特
に
傳
斯
年

圖
書
館

本
の
う
ち
最
長
の
も
の
は
、『
說
唐
』
に
內
容
が
合
致
す
る
よ
う
に
、
か

な
り
强
引
な
變
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
朙
ら
か
と
な
っ
た
。『
倒
銅
旗
』
は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
は
失
わ
れ
、
そ
の
一

分
が
さ
ま
ざ
ま
な
變
更
を
加
え
た
形
で

受
け
繼
が
れ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
12
）　

㊟（
７
）に
同
じ
。

文
姬
の
召
使
た
ち
が
そ
の
後
登
場
し
な
い
こ
と
な
ど
。

（
13
）　
『
說
唐
』
の
こ
れ
ら
の

分
が
歬
半
と
は
來
歷
を

に
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
に
つ

い
て
は
、

川
絵
里
「
隋
唐
も
の
歷
史
小
說
の
一
考
察
」（『
和
漢
語
文
硏
究
』
第
２

號
〔
二
〇
〇
四
年
十
一
⺼
〕）
參
照
。

（
付
記
）

　

本
論
文
は
、
平
成
二
十
五
年
度
科
學
硏
究
費
助
成
事
業
・
基
盤
硏
究
（
Ｃ
）
課

題
番
號
二
五
三
七
〇
四
〇
一
「
元
・
朙
・
淸
に
お
け
る
演
劇
と
白
話
小
說
の
關
係

に
關
す
る
硏
究
」
の
成
果
で
あ
る
。

　

ま
た
、
本
論
文
執
筆
に
あ
た
っ
て
、
大
阪
市
立
大
學
の
松
浦
恆
雄
氏
に
㊮
料
の

提
供
な
ど
の
便
宜
を
お
は
か
り
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
、
感
謝
の
意
を
表

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
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本
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會
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第
六
十
五
集

一
五
〇

附
表
（「
回
末
の
詩
」
の
○
は
四
句
、
△
は
二
句
あ
る
こ
と
を
示
す
）

齣
題

內
容

曲
牌

曲
種

登
場
人
物

（
脇
役
は
除
く
）

系
由
來

回
末
の
詩
備
考

１
上
－
１
降
凢
玉
帝
命
衆
星
下
凢
新
水
令
・
雁
兒

・
得
勝

令
・
掛
玉
鈎
・
七
弟
兄
・

梅
酒

北
曲
套

方
象

玉
帝
・
昭
容
・
左
輔
・
右

弼
・
天

・
黑
煞
・
靑

・
白
虎
・
紫
微
星

淸
朝
宮
廷

１
上
－
２
開
場
家
門

六
言
十
句

六
言

扶
胡

淸
朝
宮
廷

？

１
上
－
３
友
餞
尤
程
餞
秦
樊

瑞
鶴
仙
・
刷
子

・
玉

・
普
天
錦
・
尾

表
少

秦
瓊
・
樊
建
威
・
尤
俊
逹

・
程
咬
金

說
唐
・
隋
史
麒
麟
閣

○
程
咬
金
が
尤
俊
逹
の
家
に
行
く

１
上
－
４
遣
魏
楊
廣
謀

李
淵

引
×
２
・
四
邊
靜

豹
到
報

楊
廣
・
魏
文
通

說
唐

麒
麟
閣

△
魏
文
通
後
に
登
場
せ
ず

１
上
－
５
臨

秦
瓊
救
李
淵

出
隊

溜
子
・
新
水
令
・

步
步
嬌
・
折
桂
令
・
江
兒

水
・
雁
兒

帶
得
勝
令
・

僥
僥
令
・

江
南
・
園
林

好
・
沽
美
酒
帶
太
平
令
・

尾

北
曲
套

越
血
碣

李
淵
・
秦
瓊
・
楊
廣
・
單

雄
忠
・
樊
建
威

說
唐
・
隋
史
麒
麟
閣

○
提
綱
に
は
魏
文
通
の
名
が
あ
る
が
、
登
場
せ
ず

１
上
－
６
怒
歸
單
雄
信

李
淵

引
・
三
學
士
・
鷓
鴣
天
・

三
學
士

許
都
書
／

霄
號
高

徐
勣
・
單
雄
信

說
唐
・
隋
史
麒
麟
閣

○
鷓
鴣
天
の
み
別

１
上
－
７
賣
馬
秦
瓊
賣
馬

粉
兒
・
福
馬
郞
・
紅

・
耍

兒
・
會
河
陽
・

縷
縷
金
・
越
恁
好
・
尾

走
侯
九

秦
瓊
・
單
雄
信

說
唐
・
隋
史
麒
麟
閣

○
馬
の
名
は
忽
雷

１
上
－
８
跌
廟
徐
勣
救
秦
瓊

山
坡
羊
・
五
更
轉
・
玉
交

枝
×
２
・
玉
山
供
・
尾

望
颺
丈

秦
瓊
・
徐
勣
・
單
雄
信

說
唐
・
隋
史
麒
麟
閣

○

１
上
－
９
送
米
程
咬
金
負
米
訪
秦

家
引
・
九
迴
腸
・
一
封
羅
×

２
景
影
省

寧
氏
・
張
氏
・
程
咬
金
・

樊
建
威

麒
麟
閣

○

１
上
－
10
誤
傷
秦
瓊
誤
傷
張
奇

六
么
令
引
・

羅
袍
・
好

姐
姐

陣
門
郡

張
奇
・
秦
瓊

隋
史

麒
麟
閣

○
張
奇
、
說
唐
は
吳
廣

１
上
－
11
審
問

淸
審
問
秦
瓊

引
・
啄
木
兒
・
三
段
子
・

歸
朝

狀
光
鄕

淸
・
金
甲
・

環
・
秦

瓊
說
唐

麒
麟
閣

○
淸
、
提
綱
で
は

勳
。
說
唐
は

建
德

１
上
－
12
報
信
單
徐
聞
信

引
・
不
是
路
・
排
歌
・
一

封
書

繫
朞
契

徐
勣
・
單
雄
信
・

環
說
唐

麒
麟
閣

１
上
－
13
辯
冤
單
雄
信
控⃝
訴
袁
天

罡
引
・
玉

・
紅
衲
襖
・

尾
光

方
／

梟
盜
到

袁
天
罡
・
單
雄
信

說
唐

麒
麟
閣

こ
の
展
開
說
唐
の
み
・
開
皇
二
年
辛
丑
科
（
辛
丑
は
開
皇
元
年
）・

紅
衲
襖
か
ら
換

１
上
－
14
起
解
秦
瓊
起
解

哭
相
思
・
引
・

多
嬌
×

２
・
鬥
黑
蔴
×
２

夕
國

環
・
單
雄
信
・
秦
瓊
・

徐
勣

說
唐
・
隋
史
麒
麟
閣

環
の
自
己
紹
介
あ
り
・
哭
相
思
と
引
は
別

・
入
聲

だ
が

パ
タ
ー
ン
不
朙

１
上
－
15

店
秦
瓊
赴
擂
臺

引
・
甘
州
歌

丈
廣
上

張
璧
・

環
・
秦
瓊

說
唐
・
隋
史
麒
麟
閣

△
張
公
瑾
の
諱
は
璧

１
上
－
16
擂
臺
秦
瓊
打
擂
臺

粉
蝶
兒
・
剔
銀
燈
×
４
・

尾
强
讓
螂

張
璧
・
史
大
奈
・
詹
必
勝

・
環
・
秦
瓊

說
唐
・
隋
史
麒
麟
閣

歬
齣
と
同

・
史
大
奈
に
勝
っ
て
し
ま
う



『
麒
麟
閣
』
に
つ
い
て

一
五
一

１
上
－
17
轅
門
兩
尉
遲
等
商
量
免

棒
計

引
×
４
・
園
林
好
・
江
兒

水
・
玉
交
枝
・
五
供
養
・

川
撥
棹
・
尾

霓
飛
羆

尉
遲
北
・
尉
遲
南
・

彪
・
秦
瓊
・

環
・
杜
環

說
唐
・
隋
史
麒
麟
閣

彪
と
杜
環
は
他
に
見
え
ず
。
鐵
面
四
天
王
と
朱
家
兄
弟
も
。

羅
德
は
說
唐
後
傳
に
登
場
・
誕
生
日
の
こ
と
小
說
に
な
し

１
上
－
18
見
姑
秦
瓊
燕
山
見
姑

杏
天
・
引
・
小
桃
紅
・

下
山
虎
・
引
・
山
蔴
稭
・

五
美
・
蠻
牌
令
・
五
般

宜
・
江
頭
送
別
・
江
神
子

・
尾

老
袍
韜

羅
・
杜
環
・
秦
氏
・
羅

成
・
張
璧
・
秦
瓊

說
唐
・
隋
史
麒
麟
閣

○
羅

の
號
は
燕
山
・
小
說
と
は
少
し
展
開

な
る
・
敎
場
鬪
武

の
く
だ
り
な
し

１
下
－
１
換
鐗
秦
瓊
題
詩

步
蟾
宮
・
宜
春
令
×
３
・

鎻
南
枝
×
２

受
宥
囚

秦
瓊
・
羅
成
・
羅

說
唐

麒
麟
閣

鎻
南
枝
に
よ
る
二
十
四
般
鐗
法
と
三
十
六
路
槍
法
の
列
擧
あ
り
。

こ
の
設
定
は
說
唐
の
み
・
唐
璧
に
紹
介
は
說
唐
に
同
じ
。
隋
史

と
隋
唐
で
は
紹
介
先
は
來

兒

１
下
－
２
辭
姑
秦
瓊
辭
姑

引
×
２
・
園
林
好
・
江
兒

水
・
川
撥
棹
・
尾

久
留
愁

羅
・
夫
人
（
秦
氏
）・

羅
春
・
秦
瓊
・
羅
成

說
唐

麒
麟
閣

１
下
－
３
回
家
秦
瓊
回
家

引
・
賺
・

角
兒
・
尾

怏
方
堂

秦
母
・
張
氏
・
秦
瓊

說
唐
・
隋
史
麒
麟
閣

○

１
下
－
４
途
會
諸
人
赴
祝
壽

引
・
縷
縷
金
×
６
・
尾

霄
飽
笑

單
雄
信
・
徐
勣
・
柴
紹
・

尤
俊
逹
・
程
咬
金
・
張
公

瑾
・
王
伯
當
・
齊
國
遠

隋
史

麒
麟
閣
？

小
說
は
い
ず
れ
も
鬧

燈
の
後
・
ト
書
き
、
張
璧
か
ら
張
公
瑾

に
。
說
唐
で
は
羅

の
使
者
は
羅
成
で
張
以
下
が
隨
行
・
李
淵

の
使
者
は
柴
紹
・
單
雄
信
が
程
知
節
と
言
う

１
下
－
５
上
壽
諸
人
與
秦
母
慶
壽
引
×
２
・
梁
州
新
郞
・
引

・
梁
州
新
郞
・
節
節
高
・

尾
茅
孝
繞

秦
瓊
・
秦
母
・
張
氏
・
賈

潤
甫
・
單
雄
信
・
徐
勣
・

柴
紹
・
尤
俊
逹
・
程
咬
金

・
張
公
瑾
・
王
伯
當
・
齊

國
遠

隋
史

麒
麟
閣
？

１
下
－
６
改
文
羅
尤
程
齊
改
文
隨

秦
瓊

卜
算
子
・
引
・
不
是
路
×

２
・

角
兒
×
２
・
尾

怠
賽
海

秦
瓊
・
羅
成
・
尤
俊
逹
・

程
咬
金
・
齊
國
遠

鬧
燈

張
公
瑾
が
祝
い
に
來
た
は
ず
な
の
に
羅
成
に
な
っ
て
お
り
（
說

唐
に
一
致
）、
單
雄
信
・
徐
勣
も
見
え
な
い
。
羅
成
以
下
の
四
人

が
改
め
て
自
己
紹
介
。
程
・
尤
が
登
場
す
る
も
、
楊
林
の
銀
を

奪
う
こ
と
な
し
（
小
說
で
は
鬧

燈
は
誕
生
祝
い
の
歬
）・
メ
ン

バ
ー
は
小
說
で
は
王
伯
當
・
齊
國
遠
・
李
如
珪
・
柴
紹
。
曲
海

が
紹
介
す
る
鬧

燈
で
は
羅
成
・
王
伯
當
・
程
咬
金
・
李
如
珪
・

齊
國
遠
と
本
劇
に
や
や
近
い
。
文
書
を
改
め
る
の
も
同
劇
の
展

開
に
同
じ

１
下
－
７
餽
送
李
靖
受
禮
物
戒
秦

瓊
女
臨
江
・
懶
畫
眉
・
太
師

引
×
２

遇
珠
胥

李
靖
・
秦
瓊

說
唐
・
隋
史
鬧

燈
△
鬧

燈
に
同
じ
。
迯
れ
る
方
法
は
四
句
の
隱
語
（
說
唐
と
は

な
る
）

１
下
－
８
玩
燈
宇
文
成
德
搶
王
婉

兒

水
底
魚
・
一
剪
梅
・
步
步

嬌
×
２
・
水
底
魚
・
風
入

松
×
２
・
急
三
鎗
・
風
入

松
・
急
三
鎗
・
風
入
松

光
央
張

老
嫗
（
陸
氏
）・
王
婉
兒

・
羅
成
・
尤
俊
逹
・
程
咬

金
・
齊
國
遠
・
秦
瓊
・
宇

文
成
德

說
唐
・
隋
史
鬧

燈
公
子
の
名
は
成
德
。
成
都
と
の
關
係
か
ら
見
て
宇
文
化
及
の
子

か
。
小
說
で
は

及
で
宇
文
述
の
子

１
下
－
９
鬧
府
五
雄
打
死
宇
文
成

德
出
隊
子
・
泣
顏
回
×
２
・

千
秋
歲
・
越
恁
好
・
紅
綉

鞋
・
尾

皎
喬
宵

宇
文
成
德
・
王
婉
兒
・
老

嫗
・
羅
成
・
尤
俊
逹
・
程

咬
金
・
齊
國
遠
・
秦
瓊
・

李
靖

說
唐
・
隋
史
鬧

燈
宇
文
成
德
、
吳
語
を
使
用
・
羅
成
、
王
婉
兒
と
婚
約
・
李
靖
は

家
將
に
紛
れ
込
ま
せ
て
救
う
。
鬧

燈
で
は
地
下
室
に
隱
れ
た

ま
ま
揚
州
武
擧
に
續
く
ら
し
い



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
五
集

一
五
二

１
下
－
10
出
關
李
靖
救
五
雄
出
關
甘
州
歌
×
２

面
軟
田

羅
成
・
尤
俊
逹
・
程
咬
金

・
齊
國
遠
・
秦
瓊
・
李
靖
秦
王
詞
話
？
鬧

燈
？

羅
成
は
河
北
に
歸
り
、
四
人
は
金
墉
の
李
密
に
投
じ
る
（
２
上

－
５
に
つ
な
が
る
）。
こ
の
展
開
は
大
唐
秦
王
詞
話
に
つ
な
が
る

１
下
－
11
徵
聘
楊
林
聘
秦
瓊

引
×
２
・
桂
枝
香
×
２
・

排
歌
・
尾

王
壯
煌

賀
・
上
官
儀
・
楊
林
・

秦
瓊
・
張
紫
烟

說
唐

麒
麟
閣

○
秦
瓊
は
楊
林
の
十
三
太
保
に
な
っ
て
い
る
（
歬
齣
と
矛
盾
。
說

唐
の
展
開
）・
程
尤
が
楊
林
の
賀
禮
を
奪
っ
た
こ
と
（
長

林
）

に
言
及
・
楊
林
が
秦
瓊
の
仇
で
あ
る
こ
と
見
え
ず
・
賀

は
說

唐
に
見
え
ず
（
盧
方
は
登
場
）、
上
官
儀
は
說
唐
三
傳
に
登
場

１
下
－
12
醉
劫
程
尤
劫
楊
林

六
么
令
×
３
・
五
馬
江
兒

水
・
五
供
養
×
2・
尾

箭
鞭
傳

尤
俊
逹
・
程
咬
金
・
秦
瓊

・
楊
林
・
賀

說
唐

麒
麟
閣

是
程
逹
尤
金
と
あ
り
。
長

林
の
存
在
が
歬
提

１
下
－
13
報
反
賀

聞
山
東
反
報
雙

酒
・
江
兒
水
・
玉
交

枝
入
聲

踏
ま
ず

套
却

賀
・
上
官
儀
・
楊
林

說
唐

麒
麟
閣

△
入
聲

で
は
な
い
・
大
反
山
東
、
メ
ン
バ
ー
は
程
・
尤
の
ほ
か

李
密
・
王
伯
當
・
羅
士
信
。
李
密
は
１
下
－
10
と
矛
盾
。
羅
士

信
も
問
題

１
下
－
14
姬
洩
張
紫
烟
殉
秦
瓊

鎻
南
枝
×
４
・
撲
燈
蛾

口
喬

張
紫
烟
・
秦
瓊

說
唐
？

麒
麟
閣

△
綴
白
裘
７
に
『
麒
麟
閣
』
と
し
て
あ
り
・
救
う
の
は
張
紫
烟
。

說
唐
で
は
尙
義
朙

１
下
－
15
三
擋
秦
瓊
擋
楊
林
脫
身
醉

陰
・
畫
眉
序
・
喜
遷

鶯
・

金
・
刮
地
風
・

鮑
老
催
・
四
門
子
・
雙
聲

子
・
水
仙
子
・
尾

北
曲
套
・

入
聲

踏
ま
ず

壘
里
迴

秦
瓊
・
上
官
儀
・
賀

・
楊
林
・
程
咬
金

說
唐

麒
麟
閣

綴
白
裘
７
に
『
麒
麟
閣
』
と
し
て
あ
り
・
父
の
仇
と
の
設
定
な

く
、
迯
亡
は
あ
く
ま
で
讒
言
の
た
め
・「
三
擋
」
具
體
的
に
な

し
。
魏
文
通
登
場
せ
ず
、
救
う
の
は
王
伯
當
で
は
な
く
程
咬
金
・

行
き
先
は
瓦
崗
寨

２
上
－
１
拜
旗
程
咬
金
拜
旗
當
王
引
×
３
・
園
林
好
×
２
・

江
兒
水
・
五
供
養
犯
・
川

撥
棹
×
２

繞
淆
曹

魏
徵
・
徐
勣
・
單
雄
信
・

秦
瓊
・
魯
朙
⺼
？
・
王
伯

當
・
柴
紹
・
齊
國
遠
・
尤

俊
逹
・
程
咬
金

說
唐

歬
齣
を
受
け
る
か
。
魏
徵
は
こ
こ
で
初
登
場

２
上
－
２
借
兵
李
密
寄
書
求
援

引
・
駐
馬
聽
・
尾

驟
州
猷

李
密

（
銅
旗
陣
）

李
密
、
銅
旗
陣
に
對
し
て
瓦
崗
寨
か
ら
五
虎
將
を
借
り
よ
う
と

言
う
。
１
下
－
13
で
李
密
が
大
反
山
東
に
參
加
し
て
い
る
こ
と

と
矛
盾
。
ま
た
１
下
－
10
で
秦
瓊
ら
が
李
密
に
身
を
投
じ
た
こ

と
と
も
別
の
意
味
で
矛
盾
・
說
唐
に

し
て
言
え
ば
こ
こ
で
か

な
り
話
が
飛
ぶ
・
こ
こ
か
ら
銅
旗
陣
か
と
思
わ
れ
る
が
、
２
上

－
５
か
ら
見
る
と
、
２
上
－
２
・
３
は
２
上
－
１
ま
で
と
銅
旗

陣
を

續
す
る
た
め
無
理
に
設
定
さ
れ
た
場
面
か

２
上
－
３
遣
助
程
咬
金
遣
秦
瓊
拔

旗
點
絳
唇
×
２
・
泣
顏
回
×

２
・
千
秋
歲
・
尾

崗
壯
降

徐
勣
・
程
咬
金
・
秦
瓊
そ

の
他

（
銅
旗
陣
）

金
鏞
魏
王
李
密
の
使
者
→
や
は
り
瓦
崗
寨
と
金
鏞
城
の
つ
じ
つ

ま
あ
わ
せ
？

２
上
－
４
看
報
羅

遣
羅
成
助
銅

旗
六
么
令
・
錦
纏
衟
・
普
天

樂
・
古
輪
臺
・
尾
聲

演
旋
延
／

狐
烏
誤

羅
・
羅
成

銅
旗
陣

西
魏
王
李
密
が
界
牌
關
・
滎
陽
關
・
虹
霓
關
・
臨
陽
關
を
破
っ

た
と
言
い
（
說
唐
で
は
李
密
の
配
下
で
秦
瓊
た
ち
が
破
る
）、
泗

水
關
で
楊
林
が
八
門
金
鎻
陣
を
布
い
て
銅
旗
を
東
方
旺
に
守
ら

せ
る
。
說
唐
で
は
陣
を
布
く
の
は
楊
義
臣
で
、
楊
林
が
一
字
長

蛇
陣
を
布
く
こ
と
は
歬
に
あ
り
（
本
劇
に
な
い

分
で
、
や
は

り
羅
成
が
密
か
に
助
太
刀
。
水
增
し
か
）。・

六
么
令
の
み
別

・
李
密
は
徐
世
勣
を
軍
師
に
「
天
下
好
漢
盡
入
金
鏞
…
…
」。
歬
と

矛
盾
し
、
１
下
－
10
に
は
合
致
。
こ
こ
か
ら
倒
銅
旗
？



『
麒
麟
閣
』
に
つ
い
て

一
五
三

２
上
－
５
倒
旗
秦
瓊
三
鐗
倒
銅
旗

點
絳
唇
・
引
・
醉

陰
・

畫
眉
序
・
喜
遷
鶯
・
畫
眉

序
・
出
隊
子
・

溜
子
・

四
門
子
・
鮑
老
催
・
水
仙

子
・
雙
聲
子
・
煞
尾

南
北
合
套

・
入
聲

踏
ま
ず

遁
縱
鋒

東
方
旺
・
羅
成
・
秦
瓊

銅
旗
陣

秦
瓊
、
李

師
に
救
わ
れ
て
兄
弟
た
ち
と
李
密
に
投
じ
た
と
言

う
→
１
下
－
10
か
ら
こ
こ
に
續
く
（
こ
こ
で
自
己
紹
介
と
こ
れ

ま
で
の
說
朙
が
な
さ
れ
る
）

２
上
－
６
斬
子
羅

命
斬
羅
成

六
么
令
×
２
・
引
・
新
水

令
・
步
步
嬌
・
折
桂
令
・

江
兒
水
・
雁
兒

帶
得
勝

令
・
僥
僥
令
・

江
南
・

園
林
好
・
沽
美
酒
帶
太
平

令
・
尾
聲

南
北
合
套
忙
堂
惶
／

謀
憂
羞

(引
）

羅
成
・
羅

・
老
夫
人

（
秦
氏
）

銅
旗
陣

羅
は
靖
邊
侯
（
曲
海
總
目
提
要
に
よ
れ
ば
倒
銅
旗
で
は
唐
の

臣
下
と
な
り
、
羅
成
の
妻
と
な
っ
た
靖
璇
妃
〔
提
要
は
妃
と
す

る
〕
が
羅

に
靖
邊
侯
の
敕
命
を
屆
け
る
）・
引
の
み
別

２
上
－
７
俠
救
王
婉
兒
見
靖
璇
飛

求
救

一
江
風
×
４
・
朝
元
歌
・

尾
聲

殘
燦
難

王
婉
兒
・
靖
璇
飛

銅
旗
陣

１
下
－
9
を
承
け
る
。
曲
海
總
目
提
要
に
よ
れ
ば
、
こ
の
展
開

は
鬧

燈
・
倒
銅
旗
に
共
通
す
る
が
、
靖
璇
飛
（
沙
陀
國
王
公

主
）
が
登
場
す
る
の
は
後
者
（
鬧

燈
で
は

公
主
ま
た
は

金
鐃
公
主
）

２
上
－
８
郊
壇
靖
璇
飛
飛
鐃
救
羅

成

粉
兒
・
福
馬
郞
・
紅

・
耍

兒
・
會
河
陽
・

縷
縷
金
・
越
恁
好
・
紅
綉

鞋
・
尾
聲

南
北
合
套

？
緊
瞬
身
坤
羅
成
・
王
婉
兒
・
老
夫
人

・
靖
璇
飛

銅
旗
陣

羅
成
が
矢
で
射
ら
れ
る
設
定
、
說
唐
の
も
の
と
ど
ち
ら
が
オ
リ

ジ
ナ
ル
か

２
上
－
９
定
計
楊
林
定
計
設
武
擧
引
・
四
園
春
・

羅
袍
×

２
端
塵
穩
君
宇
文
化
及
・
楊
林
・
靖
璇

飛
銅
旗
陣

○
鬧

燈
に
も
こ
の
設
定
あ
る
が
、
羅
成
が
父
の
怒
り
を
買
う
の

は
武
擧
で
の
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
靖
璇
飛
で
は
な
く

公
主

２
上
－
10
遇

羅
成
途
遇
李
世
民

李
元
霸

錦
堂
春
・
引
・

普
天

・
普
天
紅
・
朱
奴
銀
燈
・

銀
燈
照

・
尾

灰
馳
飛

小
秦
王
・
李
元
霸
・
李

師
・
羅
成

銅
旗
陣

李
世
民
と
李
元
霸
登
場
、

銑
を
討
ち
に
行
く
と
言
う
。
李

師
が
參
謀
。
王
世

に
向
か
い
か
け
て
江
都
に
方
向
轉
換

２
上
－
11
滅
計
下
雨
滅
鐵
烏
筒
計
步
步
嬌
・
風
入
松
・
急
三

鎗
×
２
・
風
入
松
・
普
天

・
朱
奴
剔
銀
燈
・
尾

表
調

秦
瓊
・
王
伯
當
・
齊
國
遠

・
尤
俊
逹
・
孫
韜
・
金
勈

・
定
方
・
張
須
陀
・
程

咬
金
・
羅
成
・
李
元
霸
・

宇
文
化
及

銅
旗
陣

瓦
崗
寨
で
程
咬
金
を
王
と
す
る
と
い
う
・

定
方
と
張
須
陀
登

場

２
上
－
12
大
考
江
都
武
擧
羅
成
奪

狀
元

點
絳
唇
・
混
江

・
油

・
天
下
樂
・
哪
吒
令

北
曲
套

羅
鎻
可
魔
楊
林
・
張
須
陀
・
羅
成
・

定
方
・
程
咬
金
・
左
杰

・
秦
瓊

銅
旗
陣

羅
成
が
狀
元
、
程
咬
金
が

眼
、
秦
瓊
が
探

。
羅
成
が
楊
林

を
刺
す
。
こ
れ
ら
の
展
開
は
倒
銅
旗
と
完
全
に
一
致
。

２
上
－
13
賺
關
羅
成
賺
甘
泉
關
迯

走
水
底
魚
・
尾
犯
序
・
換
頭

×
３
・
金
錢

・
尾

支
司
兒

靖
璇
飛
・
羅
成
・
李
元
霸

・
秦
瓊
そ
の
他

銅
旗
陣

靖
璇
飛
と
羅
成
の
そ
の
後
な
し
。
一

の
み
の
切
り
取
り
・
ま

た
金
鏞
に
い
る
と
羅
成
が
言
う
。
秦
王
詞
話
の
パ
タ
ー
ン

２
下
－
１

馬
尉
遲
恭

伏
神
馬

新
・
甘
州
歌
×
２
・

撲
燈
蛾
・
尾

衣
施
威
／

程
虹
凌
欽
尉
遲
恭

投
唐
記
？

こ
こ
か
ら
尉
遲

德
の
話
に
變
わ
る
。
羅
成
の
話
は
尻
切
れ
ト

ン
ボ
に
・

新
は
別

・
神
人
か
ら
鞭
を
賜
る
こ
と
は
口
頭

で
ふ
れ
ら
れ
る
の
み
（
原
型
に
は
あ
っ
た
か
）

２
下
－
２
贈
鞍
六
丁
神
贈
鞍
轡
甲

冑
點
絳
唇
・
縷
縷
金
・
駐
雲

飛
×
２
・
尾

入
聲

踏
ま
ず

行
命
運
／

路
途
呼

六
丁
神
・
尉
遲
恭

投
唐
記
？

縷
縷
金
が
別



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
五
集

一
五
四

２
下
－
３
投
軍
尉
遲
恭
投
劉
武
周
點
絳
唇
・
風
入
松
・
引
・

鎻
南
枝
×
３
・
尾

生
勝
縱
遁

人
京

君
・
劉
百
紀
・
張

年
・
宋
金
剛
・
劉
武
周

投
唐
記
？

２
下
－
４
出
師
劉
武
周
出
師
討
唐
出
隊
子
・
一
江
風
×
２
・

傾
杯
玉

銳
微
威
／

旄
暴
梟

劉
武
周
・
尉
遲
恭
・

君
・
劉
百
紀
・
張

年
・

宋
金
剛

投
唐
記
？

傾
杯
玉

が
別

２
下
－
５
破
關
劉
武
周
破
雁
門
寧

武
二
關

引
・
一
封
書
・
朱
奴
帶
錦

纏
・
尾

成
／
曹

髦
堯

張
永
壽
・
尉
遲
恭
・
劉
武

周
・
江
榮
・
江

・
君

そ
の
他

投
唐
記
？

引
が
別

２
下
－
６
聞

李
元
吉
聞
報
迯
走
縷
縷
金
・
梁
州
序
・
節
節

高
×
２

命
兵
風
遁
李
元
吉

投
唐
記
？

報
子
、
西
江
⺼
の
白

２
下
－
７
奪
寨
尉
遲
恭
力
破
八
將

新
水
令
・
步
步
嬌
・
折
桂

令
・
江
兒
水
・
雁
兒

帶
得
勝
令
・
僥
僥
令
・
園
林

好
・
沽
美
酒
帶
太
平
令
・

淸
江
引

南
北
合
套
疆
壯
降

尉
遲
恭

投
唐
記
？

２
下
－
８

像
張
氏

看
秦
瓊
像
引
・
一
江
風
・
引
・
綉
帶

兒
×
２
・
尾

顰
亘

柴
妻
李
氏
・
秦
夫
人
張
氏

麒
麟
閣
？
○
こ
の
齣
は
麒
麟
閣
の
團
圓
へ
の
伏
線
か

２
下
－
９
揚
兵
尉
遲
恭
率
兵
歬
去
引
・
甘
州
歌

雄
動

尉
遲
恭

麒
麟
閣

『
綴
白
裘
』
６
に
『
麒
麟
閣
』
と
し
て
あ
り

２
下
－
10
五
報
五
探
子
報
尉
遲
打

敗
唐
將

北
粉
蝶
兒
・
上
小
樓
・
黃

滾
・
撲
燈
蛾
・
小
樓
犯

・
疊
字
令
・
尾

豪
表
哮

徐
公
・
秦
王

投
唐
記
？

探
子
の
場
の
パ
タ
ー
ン
に
の
っ
と
る
。
紅
靑
白
黃
黑
の
探
子
。

尉
遲

德
に
破
れ
る
の
は
、
①
屈
突
通
・
段
志
雄
・
史
乃（

）
寶
・
田
留
安
②
齊
國
遠
・
李
汝
珪
・

徹
・
邱
行
恭
③
李
君

羨
・
楊
武
威
・
白
士
讓
・
劉
宏
（
弘
）
基
④
李
玄
（
缺
筆
）
通
・

程
名
振
・
馬
三
寶
・
翟
長
孫
・
殷
開
山
⑤
向
善
忠
・
李
神
通
・

邱
師
利
・

均
・
ト
書
き
が
徐
勣
か
ら
徐

公
に
變
わ
る

２
下
－
11
圓
說
徐

公
說
聘
秦
叔

寶
浪
淘
沙
×
２
・
引
・
風
入

松
×
２
・
急
三
鎗
・
風
入

松
・
急
三
鎗
・
風
入
松

戎
風
中
／

魎
雙
丈

徐
公
・
秦
瓊
・
單
雄
信

・
程
咬
金

麒
麟
閣
？
○
大
反
山
東
・
三
擋
楊
林
に
言
及
・
浪
淘
沙
×
２
が
別

２
下
－
12
較
雄
秦
叔
寶
大
戰
尉
遲

德
引
×
３
・
泣
顏
回
×
２
・

千
秋
歲
×
２
・
越
恁
好
×

２
・
紅
綉
鞋
・
尾

水
夷
勢

秦
王
・
徐

公
・
秦
叔
寶

・
尉
遲
恭

麒
麟
閣
？

ト
書
き
が
秦
叔
寶
に
（
秦
瓊
も
あ
り
。
歬
齣
の
ト
書
き
は
姓
の

み
）・
程
咬
金
を
程
知
節
と
呼
ぶ
・
三
鞭
換
兩
鐗
は
相
互
に
打
ち

合
う
・
竇
建
德
に
攻
め
ら
れ
た
羅

を
秦
叔
寶
が
救
援
に
行
く

と
こ
ろ
で
終
わ
る
が
、
續
き
な
し

２
下
－
13
奪
槊
尉
遲
恭
保
秦
王
殺

單
雄
信

鬪
鵪
鶉
・
紫

兒
序
・
禿

厮
兒
・
聖

王
・
東
原
樂

・
尾

北
曲
套

搜
擻
斗

單
雄
信
・
秦
王
・
徐

公
・
尉
遲
恭

投
唐
記
？

魏
武
陵
を
曹
操
の
墓
と
す
る
・
谷
を
三
人
が
飛
び
越
す
の
は
こ

こ
に
・
尉
遲

德
、
單
雄
信
を
殺
し
て
し
ま
う
・
奪

の
狀
況

な
し

２
下
－
14
相
逢
柴
夫
人
迎
秦
母

引
×
２
・
桂
枝
香
・
不
是

路
・
長
拍
・
尾
聲

鈿
姸
眷
年
柴
夫
人
・
秦
母
・
秦
夫
人

麒
麟
閣
？

秦
母
は
尤
俊
逹
に
助
け
ら
れ
る

２
下
－
15
團
圓
秦
瓊
一
家
團
圓

泣
顏
回
・
引
・
節
節
高

雲
勤
綸
贈

／
泥
墀

秦
母
・
秦
夫
人
・
秦
瓊

麒
麟
閣
？

節
節
高
別
・
ト
書
き
ま
た
秦
瓊
に
・
提
綱
で
は
「
麟
閣
」
で
、

秦
瓊
・
胡

德
・
徐
勣
と
排
宴
官
が
登
場
の
は
ず


